
靱指
導
者
卜
国
家
善

法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）

第

一
章
　
唯

一
の
立
法
権
者
と
し
て
の
民
族
の
指
導
者
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー

第
二
章
　
一二
つ
の
立
法
機
関
と
立
法
形
態

第
二
章
　
ユエ
法
へ
の
党
の
関
与

第
四
章
　
一二
法
権
の
指
導
者
権
力
化

（以
上
、
八
巻

一
号
）

第
五
章
　
指
導
者
に
よ
る
法
の
告
知

第
六
章
　
民
族
指
導
と
立
法
、
法
律

（以
上
、
八
巻
二
号
）

第
七
章
　
刑
法
典
編
纂
事
業
と
そ
の
挫
折

第
八
章
　
ユエ
法
の
終
焉

（以
上
、
本
号
）

指
導
者
Ｔ
国
家
Ｔ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）

南

利
　
明

一
九
七



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）

一
九
八

第
七
章
　
刑
法
典
編
纂
事
業
と
そ
の
挫
折

一　
刑
法
典
編
纂
事
業
の
開
始
と
草
案
の
完
成

勝
利
を
収
め
た
革
命
が
、
自
ら
の
世
界
観
の
体
系
化
を
眼
目
に
、
大
規
模
な
法
典
編
纂
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
の

例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
い
わ
ば
自
明
の
事
柄
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
第
ニ
ラ
イ
ヒ
に
あ
っ
て
も
、
強
大
か
つ
無
制
約
的
な
立
法
権
力
を
手

に
し
た
ナ
チ
ス
政
治
指
導
部
が
、
あ
ら
ゆ
る
法
領
域
を
対
象
に
、
法
典
化
作
業
を
計
画
し
、
実
行
に
移
し
た
と
し
て
、
何
の
不
思
議
も
な
か
っ

た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
刑
法
の
改
正
作
業
が
緊
喫
の
課
題
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
刑
法
の
内
容
と
性
格
が
一
般
に
当
該
（Ｗ
）

社
会
の
世
界
観
に
強
く
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、　
一
八
七

一
年
の

『刑
法
典
』
が
、
そ
の
「圧
倒
的
な
自
由
主
義
的
性
格
」

の
故
に
、
政
治
的
敵
対
者
等
に
対
す
る
「闘
毎
型
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
う
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
見
て
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ

た
ろ
う
。

一
九
二
三
年
四
月
二
二
日
、
こ
の
日
が
第
ニ
ラ
イ
ヒ
に
お
け
る
法
典
編
纂
事
業
の
出
発
の
日
と
な
っ
た
。
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
が
閣
議
に

「各

ラ
ン
ト
司
法
の
強
制
的
同
質
化
及
び
法
秩
序
の
新
た
な
形
成
の
た
め
の
ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
」
の
設
置
と
フ
ラ
ン
ク
の
任
命
を
提
案
し
た
こ
と

は
既
に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
時
、
彼
は
後
者
の
任
務
に
関
連
し
次
の
よ
う
に
続
け
た
。
「
ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
は
、
ラ
イ
ヒ
法
務

省
に
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
委
員
会
に
、
副
委
員
長
と
し
て
所
属
す
る
。
委
員
会
は
、
法
律
の
改
革
の
た
め
の
準
備
作
業
を
委
任
さ
れ
る

も
の
と
す
る
。
委
員
会
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
、
刑
法
の
改
革
を
初
め
と
し
て
、
刑
事
裁
判
及
び
刑
事
執
行
手
続
の
改
革
、
さ
ら
に
株
式

会
社
法
、
和
議
法
、
著
作
権
法
、
特
許
権
等
の
産
業
上
の
権
利
に
関
す
る
法
、
民
事
訴
訟
法
等
、
〔ナ
チ
ス
に
よ
る
権
力
掌
握
以
前
か
ら
〕改

（３９６
）

革
の
た
め
の
準
備
作
業
が
な
さ
れ
な
が
ら
、
議
会
の
事
情
に
よ
り
決
着
に
至
ら
な
か
っ
た

一
連
の
立
法
作
業
の
完
成
で
あ
る
。」



編
纂
事
業
の
着
手
を
承
認
さ
れ
た
も
の
の
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
が
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
領
域
で
あ
る
と
し
た
刑
法
改
革
の
た
め
の
本
格
的

な
作
業
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
よ
う
や
く

一
九
二
三
年
秋
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
五
月
二
六
日
の

『改
正
刑
法
』
や
七
月

一
四

日
の

『断
種
法
』
等
の
緊
急
立
法
に
よ
る
政
権
掌
握
当
初
の
新
た
な
事
態
へ
の
対
応
が

一
段
落
し
た
後
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
九
月
二
五
日

（３９７
）　
　
　
　
　
　
　
（３９８
）

付
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
を
は
じ
め
各
ラ
ン
ト
法
務
省
に
対
し

「仮
提
案
」
と
の
副
題
を
付
し
た

『
一
般
刑
法
草
案
』
を
送
付
し
た
。
事
前
に
プ

ロ
イ
セ
ン
法
務
大
臣
カ
ー
ル
及
び
ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
フ
ラ
ン
ク
に
も
回
覧
さ
れ（型

『草
案
』
は
、
五
月
六
日
の
シ
ュ
ト
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
の
法

（柵
）

務
大
臣
会
議
に
お
い
て
了
承
さ
れ
た
方
針
の
と
お
り
、　
一
九
二
七
年
の
国
会
に
提
出
さ
れ
た

『刑
法
草
案
』
を
基
に
、
ラ
イ
ヒ
法
務
省
が
そ

の
後
の
新
た
な
展
開
を
踏
ま
え
て
、
「自
由
主
義
的
個
人
主
義
的
爽
雑
物
を
は
『
」
し
、
加
筆
、
修
整
し
た
も
の
で
あ
っ（渕
。
ギ
ユ
ル
ト
ナ
ー

は
添
付
の
書
状
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
ラ
イ
ヒ
法
務
省
に
お
け
る
刑
法
改
革
作
業
が
再
開
さ
れ
、
新
た
な
ド
イ
ツ
刑
法
典
の
報

告
草
案
が
作
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
私
は
、
今
回
、
こ
の
草
案
を
事
前
に
報
知
す
る
こ
と
と
し
た
。
報
告
草
案
は
、
晩
秋
に
招
集
が
予
定
さ

れ
て
い
る
刑
法
小
委
員
会
の
審
議
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
委
員
会
の
任
務
は
、
集
中
し
た
審
議
に
よ
り
最
終
草
案
を
作
成
し
、　
一
九

二
四
年
春
頃
に
は
法
律
が
成
立
す
る
よ
う
、
審
議
を
可
能
な
限
り
促
進
す
る
こ
と
に
あ
る
。
各
ラ
ン
ト
法
務
省
が
刑
法
改
革
の
現
状
に
つ
い

て
承
知
す
る
こ
と
を
目
的
に
報
告
草
案
を
送
達
す
る
が
、
同
時
に
、
私
は
、
刑
法
改
革
に
関
し
、
と
り
わ
け
実
務
の
領
域
か
ら
生
じ
る
希
望

（佃
）

や
提
案
を
早
急
に
私
宛
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。」

（側
）

「新
た
な
国
家
の
要
請
に
合
致
し
た
ド
イ
ツ
刑
法
典
草
案
の
作
成
」
が
課
題
で
あ
っ
た
。　
一
〇
月
初
旬
に
委
員
会
の
構
成
を
策
定
し
終
え

た
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー（靱
、
こ
の
件
に
関
し
ラ
イ
ヒ
首
相
か
ら
承
認
を
ほ
渕
後
、
二
六
日
付
で
各
委
員
に
招
集
状
を
送
（型
、
最
初
の
会
議
を
一
一

（佃
）

月
二
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
通
知
し
た
。
ラ
イ
ヒ
法
務
省
で
行
わ
れ
た
開
会
式
に
お
い
て
、
出
席
者
を
前
に
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
の
日
か
ら
明

ら
か
に
さ
れ
た
委
員
会
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。
委
員
長
に
は
ラ
イ
ヒ
法
務
大
臣
で
あ
る
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
自
身
が
就
任
、
副
委

員
長
と
し
て
、
バ
ィ
エ
ル
ン
法
務
大
臣
フ
ラ
ン
ク
が
「
ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
と
し
て
の
彼
の
職
務
の
故
に
」、
ま
た
、
プ
ロ
イ
セ
ン
法
務
大
臣
カ
ー

指
導
煮

国
家
Ｔ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一〇
〇

ル
が

コ
ラ
イ
ヒ
法
務
大
臣
の
〕
特
別
の
要
請
に
基
づ
き
」、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。
委
員
と
し
て
、
後
日
の
更
な
る
補
充
を
条
件
に
、
ラ
イ

ヒ
法
務
省
次
官
で
あ
る
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ベ
ル
ガ
ー
と
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
他
、
学
界
か
ら
、
新
世
代
を
代
表
し
て
、
メ
ツ
ガ
ー

（ミ
ュ
ン
ヘ
ン

大
学
）
と
ダ
ー
ム

（キ
ー
ル
大
学
）、
旧
世
代
を
代
表
し
て
、
コ
ー
ル
ラ
ウ
シ
ュ
（ベ
ル
リ
ン
大
学
）
と
ナ
グ
ラ
ー

（ブ
レ
ス
ラ
ウ
大
学
）
が
、

実
務
界
か
ら
は
、
ク
レ
ー

（ベ
ル
リ
ン
ラ
ン
ト
裁
判
所
部
長
）、
グ
ラ
ウ

（デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
ラ
ン
ト
裁
判
所
長
）、
ロ
ー
ン
ン
ツ

（ラ
イ

プ
ツ
ィ
ッ
ヒ
ラ
ン
ト
裁
判
所
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
、
さ
ら
に
、
専
門
委
員
と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
及
び
バ
イ
エ
ル
ン
の
両
法
務
省
か
ら

（硼
）

参
事
官
で
あ
る
ク
ロ
ー
ネ
、
リ
ー
チ
ュ
、
デ
ュ
ー
ル
の
委
員
会
へ
の
参
加
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
会
合
は
、
審
議
の
対
象
を
当
面
の
間

総
則
の
基
本
原
則
に
限
定
す
る
こ
と
等
、〈
７後
の
委
員
会
審
議
の
方
針
に
つ
い
て
の
簡
単
な
紹
介
と
次
回
開
催
日
を
決
定
し
て
解
散
し
た
が
、

こ
の
日
留
保
さ
れ
た
委
員
の
補
充
に
関
し
、
ラ
イ
ヒ
法
務
省
は
、
第
二
回
委
員
会
の
四
日
前
、
実
務
界
か
ら
、
ゴ
ル
ツ
（弁
護
士
・公
証
人
）、

Ｗ
ｏ
ラ
イ
マ
ー

（ベ
ル
リ
ン
ラ
ン
ト
裁
判
所
検
事
正
）、
Ｋ
ニ
フ
イ
マ
ー

（
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
＝
フ
ュ
ー
ル
ト
ラ
ン
ト
裁
判
所
長
）
の
任
命
を

発
表
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
委
員
の
総
数
は
、
委
員
長
、
副
委
員
長
を
含
め
て
一
五
名
と
な
り
、
そ
の
内
、
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
や
メ
ツ
ガ
ー
、

ナ
グ
ラ
ー
等
七
名
が
ド
イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ（型
。

一
一
月
二
七
日
に
始
ま
っ
た
総
則
に
関
す
る
第

一
読
会
は
、
ギ

ュ
ル
ト
ナ
ー
が
い
う
と
こ
ろ
の

「刑
法
の
本
質
に
関
す
る
見
解
の
変
化
を

（４‐‐
）

も
っ
と
も
明
瞭
に
表
現
す
る
諸
問
題
」
―
―
罪
刑
法
定
主
義
、
危
険
刑
法
か
侵
害
刑
法
か
、
正
犯
と
共
犯
、
量
刑
、
可
罰
的
行
為
の
分
類
、

責
任
論
、
刑
罰
、
保
安
矯
正
処
分
、
時
効
等
―
―
を
テ
ー
マ
に
、
延
べ
一
八
日
間
に
及
ん
だ
会
議
を
経
て
、　
一
九
三
四
年
二
月
二
日
に
予
定

の
審
議
を
終
了
し
（だ
。
先
の
一
九
二
三
年
九
月
二
五
日
の

『報
告
草
案
』
及
び
同
年
秋
に
カ
ー
ル
に
よ
り
出
版
さ
れ
た

『ナ
チ
ス
刑
法

（プ

ロ
イ
セ
ン
法
務
大
臣
患
が
と
を
基
に
進
め
ら
れ（型
審
議
の
結
果
は
、
刑
法
委
員
会
の
下
に
設
置
さ
れ
た
小
委
員
会
か
ら
の
提
言
を
加
え
た
上

で
、
『仮
草
案
１
１
総
肛
隧
』
の
形
に
ま
と
め
ら
れ
、
五
月

一
二
日
付
で
、
ラ
イ
ヒ
官
房
、
関
係
大
臣
、
各
ラ
ン
ト
法
務
省
に
送
付
さ
れ（型
。

こ
れ
と
合
わ
せ
て
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
審
議
内
容
の
報
知
を
目
的
に
、
七
月

一
二
日
、
第

一
読
会
で
発
表
さ
れ
た
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
や
シ
ェ



（４‐７
）

フ
ァ
ー
、
ク
レ
ー
等
の
一
一
編
の
報
告
を
集
め
た

『将
来
の
ド
イ
ツ
刑
法

（総
則
）
―
―
刑
法
委
員
会
事
業
報
告
―
―
』
を
、
自
ら
の
序
文

―
―
「刑
法
改
正
事
業
の
経
過
と
現
状
」―
―
を
付
し
た
上
で
出
版
し
て
い
る
。
総
則
の
審
議
に
引
き
続
き
、
各
則
に
関
す
る
第

一
読
会
が

一

九
二
四
年
四
月

一
六
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
殺
人
罪
や
傷
害
罪
等
の
従
来
型
の
犯
罪
に
加
え
て
、
民
族
に
対
す
る
裏
切
、
人
種
及
び
遺
伝
素
質

に
対
す
る
侵
害
、
民
族
の
健
全
性
に
対
す
る
侵
害
、
婚
姻
及
び
家
族
に
対
す
る
侵
害
、
民
族
指
導
に
対
す
る
侵
害
、
国
防
力
に
対
す
る
侵
害

等
を
テ
ー
マ
に
、
延
べ
三
六
日
を
費
や
し
、
同
年
九
月
二
九
日
に
審
議
を
終
了
し
（型
。
翌
年
四
月

一
二
日
付
で
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
先
の

総
則
編
と
同
様
、
シ
ャ
フ
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ナ
グ
ラ
ー
、
メ
ツ
ガ
ー
等
の
三
三
編
の
報
告
を
集
め
た

『将
来
の
ド
イ
ツ
刑
法

（各
則
）
―
―
刑

法
委
員
会
事
業
報
生甲
輸
ど

を
出
版
し
て
い
る
。

二
つ
の
読
会
の
審
議
結
果
は
引
き
続
き
編
集
委
員
会
の
手
に
よ
り

『ド
イ
ツ
刑
法
典
草
案

（刑
法
委
員
会
草
案
、　
一
九
二
三
／
三
四
年
第

一
証
了
こ

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
第

一
読
会
で
の
審
議
未
了
を
理
由
に
空
自
の
ま
ま
置
か
れ
た

コ
則
文
」
の
後
、
各
則
編
、
総
則
編
の
順

に
構
成
さ
れ
た
全
四
三
六
カ
条
か
ら
成
る
『草
案
』
を
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、　
一
九
二
五
年

一
月
八
日
付
で
、
「内
容
の
周
知
、
関
係
す
る
項

目
に
つ
い
て
の
検
討
、
修
正
希
望
の
聴
取
」
を
目
的
に
ラ
イ
ヒ
各
省
、
プ
ロ
イ
セ
ン
首
相
、
プ
ロ
イ
セ
ン
財
務
相
、
秘
密
国
家
警
察
局
、
ナ

（馴
）

チ
ス
党
、
ド
イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
法
曹
連
盟
宛
に
、
二
月

一
日
ま
で
の
回
答
期
限
を
付
し
て
、
送
付
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
は
、
国
防
大
臣
、
郵
政
大
臣
、
交
通
大
臣
、
労
働
大
臣
等
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
以
下
に
国
防
大
臣
の
修
正
提
案
の
一
部
を
紹
介

し
て
お
こ
う
。
「第

一
〇
九
条
は
ラ
イ
ヒ
政
府
の
構
成
員
に
対
す
る
暴
力
行
為
に
つ
き
、
ま
た
第
二
一
四
条
は
党
指
導
部
に
対
す
る
同
様
の
行

為
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
を
置
い
て
い
る
一
と
こ
ろ
が
、
国
防
軍
指
導
部
に
対
す
る
暴
力
行
為
に
関
し
て
は
、
何
ら
の
規
定
も
存
在
し
な

い
。
指
導
者
兼
ラ
イ
ヒ
首
相
の
方
針
に
よ
れ
ば
、
国
家
は
等
し
く
国
防
軍
と
党
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
防
軍
指
導
部
に
対
す
る
刑
法

上
の
保
護
が
党
指
導
部
の
そ
れ
よ
り
低
い
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
私
は
、
国
防
軍
に
対
す
る
侮
辱
行
為
を
定
め
た
第
四
四

（棚
）

条
の
後
に
第
四
四
条
ａ
と
し
て

『国
防
軍
指
導
部
に
対
す
る
暴
力
行
為
』
を
置
く
こ
と
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。」

指
導
煮

国
家
Ｉ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一〇
一
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第
二
読
会
は
、
第

一
読
会
の
終
了
か
ら
半
年
後
、
一
九
二
五
年
二
月
二
二
日
に
始
ま
っ
た
。
「可
罰
根
拠
と
し
て
の
刑
法
」、
「実
質
的
不
法

と
類
推
」
等
の
総
則
編
に
関
す
る
審
議
に
引
き
続
き
、
同
年
六
月
二
四
日
か
ら
は

「背
反
罪
、
大
逆
罪
、
民
族
へ
の
裏
切
」
等
の
各
則
編
の

諸
問
題
に
関
す
る
審
議
に
入
り
、　
一
九
二
六
年

一
月

一
七
日
、
延
べ
四
六
日
間
に
及
ん
だ
読
会
が
終
了
し
（湖
。
な
お
、
途
中
、　
一
九
二
五
年

六
月
二
〇
日
の
議
事
録
に
添
付
さ
れ
た
出
席
者
リ
ス
ト
か
ら
は
当
初
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ク
、
カ
ー
ル
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ベ
ル
ガ
ー

の
名
が
消
え
、
代
わ
っ
て
、
テ
ィ
エ
ラ
ッ
ク

（ザ
ク
セ
ン
法
務
大
臣
）、
ニ
ー
ト
ハ
マ
ー

（ラ
イ
ヒ
裁
判
所
参
事
官
）、
シ
ャ
フ
シ
ュ
タ
イ
ン

（似
）

（キ
ー
ル
大
学
）、　
ヘ
ン
ケ
ル
（ブ
レ
ス
ラ
ウ
大
学
）
等
の
名
が
見
い
出
さ
れ
る
。
第
二
読
会
の
終
了
後
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
読
会
の
諸
決
定

の
検
証
を
目
的
に
小
委
員
会
を
設
置
、
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
、
テ
ィ
エ
ラ
ッ
ク
、
ニ
ー
ト
ハ
マ
ー
、
コ
ー
ル
ラ
ウ
シ
ュ
、
ダ
ー
ム
、
シ
ャ
フ
シ
ュ

タ
イ
ン
か
ら
成
る
委
員
会
は
審
議
の
結
果
を

『ド
イ
ツ
刑
法
典
草
案

（刑
法
委
員
会
草
案
、　
一
九
三
五
／
三
六
年
第
二
読
会
、　
一
九
二
六
年

七
月

一
日
現
在
に
お
け
る
小
委
員
会
の
諸
提
案
の
経
躙
と

に
ま
と
め
、
こ
れ
を
受
け
て
、
「第
二
読
会
の
総
括
」
を
目
的
に
、
全
体
委
員
会

が
招
集
さ
れ（渕
。
一
〇
月
二
六
日
か
ら
始
ま
っ
た
委
員
会
は
三

一
日
に
す
べ
て
の
審
議
を
終
了
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
最
後
に
、
「法
律
の
公

布
後
」
に
予
定
さ
れ
る
祝
祭
的
な
記
念
式
典
で
の
再
会
を
約
し
て
、
延
べ
一
〇
七
回
に
及
ん
だ
委
員
会
の
解
散
を
宣
言
し（型
。
前
文
と
全
四

八
三
カ
条
か
ら
成
る

『ド
イ
ツ
刑
法
典
軽
炒
』
は

一
二
月
二
日
付
で
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
に
よ
リ
ラ
イ
ヒ
官
房
長
官
宛
て
に
提
出
さ
れ（型
。

そ
の
折
々
に
作
成
さ
れ
た
草
案
、
及
び
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
内
容
が
ド
イ
ツ
民
族
に
対
し
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
先
の
『将

来
の
ド
イ
ツ
刑
法
』
は
そ
の
代
わ
り
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
刑
法
委
員
会
が
終
了
し
た
同
じ
日
、
フ
ラ
イ
ス

ラ
ー
と
連
名
で
、
『新
刑
法
―
―
基
本
思
想
の
案
内
Ｌ
騨
』
を
出
版
し
て
い
る
。
「わ
れ
わ
れ
は
指
導
者
が
わ
れ
わ
れ
に
教
え
た
ド
イ
ツ
民
族

の
生
存
に
関
す
る
諸
見
解
を
新
刑
法
作
成
の
た
め
の
根
拠
と
し
た
」
と
の
序
言
か
ら
始
ま
る
『案
内
』
は
、
巻
頭
に
読
会
が
前
提
と
し
た
『ナ

チ
ス
刑
法

（プ
ロ
イ
セ
ン
法
務
大
臣
覚
書
こ

の
主
な

「諸
原
則
」
を
、
中
程
に
最
終
草
案
の

コ
削
文
」
を
、
巻
末
に
刑
法
委
員
会
の
日
程
と

簡
単
な
記
録
を
、
そ
れ
ぞ
れ
配
し
、
そ
の
間
に
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
と
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
論
稿
を
挟
む
こ
と
に
よ
り
、
刑
法
委
員
会
の
全
体
的
な



活
動
と
そ
れ
を
導
い
た
基
本
思
想
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、　
一
一
月
四
日
、
刑
法
委
員
会
の
活
動
と
そ
の
結
果
の
報
知
を
目
的
に
、
ラ
イ
ヒ
法
務
省
内
で
記
者
会
見
を

開
い
た
。
二
日
後
の

『
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ャ
ｌ
ｏ
ベ
オ
バ
ハ
タ
ー
』
は
、
そ
の
発
言
を

「ド
イ
ツ
刑
法
の
革
新
」
と
の
見
出
し
の
下
に
次
の
よ

う
に
伝
え
て
い
る
。
コ

○
月
二
一
日
に
刑
法
委
員
会
は
そ
の
任
務
を
終
了
し
た
。
数
週
間
の
内
に
、
活
動
の
成
果
で
あ
る
刑
法
草
案
が
ラ
イ

ヒ
政
府
に
提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
刑
法
が
元
来
道
徳
的
か
つ
政
治
的
世
界
観
に
そ
の
根
拠
を
も
つ
も
の
で
あ
る
以
上
、
国
家
の
支
配
権

を
め
ぐ
り
相
互
に
相
い
れ
な
い
世
界
観
が
争
っ
て
い
た
間
、
新
た
な
刑
法
の
創
造
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ナ
チ

ス
革
命
の
結
果
、
よ
う
や
く
ド
イ
ツ
刑
法
を
新
た
に
構
築
す
る
基
礎
が
生
み
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
た
だ
、
『我
が
闘
争
』
や

『党
綱
領
』
の

中
に
基
本
的
方
針
が
与
え
ら、
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
諸
原
則
か
ら
法
律
を
生
み
出
す
道
程
は
、
長
く
ま
た
多
く
の
労
力
を
要
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
党
の
長
年
に
わ
た
る
戦
い
に
よ
り
勝
ち
取
ら
れ
た
世
界
観
を
刑
法
の
編
纂
の
た
め
に
全
面
的
に
利
用
し
、
刑
法
の
全
領
域

を
そ
れ
に
従
っ
て
新
た
に
形
成
す
る
と
い
う
課
題
は
、
広
範
な
作
業
を
必
要
と
し
、
そ
れ
は
委
員
会
が
党
と
国
家
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
よ

り
は
じ
め
て
実
現
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。」
こ
の
後
、
世
界
観
を
表
現
す
る
こ
れ
ま
で
の
代
表
的
な
立
法
例
と
し
て
、
『常
習
犯
罪
者

法
』、　
一
九
二
四
年
四
月
二
四
日
及
び
翌
年
六
月
二
八
日
の
二
つ
の

『改
正
刑
法
』
を
挙
げ
た
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
さ
ら
に
、
『草
案
』
の
中

か
ら
、
新
し
い
刑
法
思
想
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
責
任
論
、
保
護
法
益
―
―
人
種
、
遺
伝
素
質
、
民
族
の
健
全
性
、
国
防
力
、
労
働
力
、

名
誉
、
家
族
、
人
倫
等
―
―
を
紹
介
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
結
論
し
た
。
「新
ド
イ
ツ
刑
法
は
、
以
上
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
恣
意
的
な
観

念
の
産
物
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
わ
れ
わ
れ
の
今
日
の
世
界
観
、
即
ち
、
民
族
の
感
情
及
び
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
必
要
性
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
族
の
世
界
観
と
の
間
に
実
現
さ
れ
た
内
的
融
合
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
今
後
以
下
の
事
を
期
待
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
新
た
な
刑
法
は
、
ド
イ
ツ
民
族
の
法
的
平
和
を
実
現
し
、
民
族
を
不
法
か
ら
強
力
か
つ
計
画
的
に
保
護
し
、
真
面
目
な
民
族
同
胞
に

安
全
の
感
情
を
与
え
、
民
族
の
平
安
の
た
め
に
真
な
る
正
義
に
奉
仕
す
る
、
そ
う
し
た
こ
と
の
た
め
の
有
能
な

一
つ
の
道
具
と
な
る
に
ち
が

指
導
市

国
家
Ｔ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一〇
三
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（颯
）

い
な
い
。」

二
　
法
典
編
纂
を
め
ぐ
る
党
と
国
家
の
確
執

一
一
月
四
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
草
案
が
ナ
チ
ズ
ム
の
世
界
観
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
ま

た
刑
法
委
員
会
へ
の

「党
の
協
力
」
に
言
及
し
た
も
の
の
、
編
纂
事
業
の
全
体
が
必
ず
し
も
党
と
の
全
面
的
な
協
調
関
係
の
下
に
進
め
ら
れ

た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
そ
の
間
の
事
情
は
、　
一
旦
退
会
し
た
ゴ
ル
ツ
が
、
闘
争
時
代
に
お
け
る
党
の
弁
護
士
と
し
て

の
経
歴
を
買
わ
れ
、　
一
九
二
五
年
五
月
以
降

「党
の
代
表
者
」
と
し
て
再
び
委
員
会
に
参
肛
硼
、
ま
た
そ
の
彼
が
、
先
の
『新
刑
法
』
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
、
「指
導
者
の
意
思
の
中
で
党
と
国
家
の
合

一
が
実
現
さ
れ
る
。
新
た
な
ド
イ
ツ
刑
法
は
か
よ
う
な
党
と
国
家
の
合

一
化
へ
の

企
て
の
一
つ
の
証
明
で
あ
り
、
今
回
の
事
業
に
参
加
し
た
す
べ
て
の
者
は
〔編
纂
事
業
を
通
じ
て
〕
そ
の
実
現
を
望
ん
だ
の
で
あ
（型
」
と
語
っ

た
に
せ
よ
、
変
わ
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
既
に
、
刑
法
委
員
会
の
開
会
式
に
、
副
委
員
長
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
が
自
ら
も
候
補
者
の

一
人
で
あ
る

一
一
月

一
二
日
の
投
票
に
向
け
た
選
挙
運
動
を
回
実
に
姿
を
見
せ
ず
、
ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
機
関
に
所
属
す
る
上
級
参
事
官
シ
ュ

ラ
ウ
ト
を
自
ら
の
代
理
と
し
て
送
り
込
ん
（理
と
こ
ろ
か
ら
も
、
刑
法
委
員
会
と
党
の
、
よ
り
端
的
に
は
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
と
フ
ラ
ン
ク
の
確
執

の
存
在
に
気
づ
い
た
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

果
し
て
両
者
の
確
執
の
原
因
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
四
月
二
二
日
の
閣
議
に
お
い
て
ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
フ
ラ
ン
ク
の
専
門
委
員
会
副
委
員

長
へ
の
就
任
を
と
り
つ
け
た
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
側
の
思
惑
を
、
グ
ル
ー
フ
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。
即
ち
、
「ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
ラ
イ

ヒ
全
権
委
員
を
法
務
省
に
取
り
込
み
、
従
属
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
に
付
与
さ
れ
た
特
別
な
権
能
を
改
革
の
た
め
に
利
用
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
り
、
ま
た
、
党
法
制
局
長
官
の
協
働
を
と
り
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
党
が
競
合
的
な
権
能
を
主
張
す
る
こ
と
を
防
止
し
、
さ
ら
に
は
法

務
省
と
党
の
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
あ
（型
」
と
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
に
対
し
、
自
ら
進
ん
で
ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
の
地
位
を
求

め
た
に
せ
よ
、
フ
ラ
ン
ク
の
意
図
が
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
の
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
先
の
閣
議
か
ら



三
週
間
後
、
フ
ラ
ン
ク
は
、
五
月

一
二
日
に
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
法
曹
連
盟
も
参
加
し
た

「ド
イ
ツ
法
と
ド
イ
ツ
司
法

の
た
め
の
」
集
会
に
お
い
て
、
法
典
編
纂
事
業
の
主
導
権
を
譲
る
考
え
の
な
い
こ
と
を
次
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
確
認
し
て
み
せ
た
の
で
あ

る
。
「ド
イ
ツ
法
の
た
め
の
戦
い
は
ナ
チ
ズ
ム
が
所
掌
す
る
課
題
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
運
動
の
代
表
者
に
よ
り
指
導
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
（型
」

と
。
こ
の
集
会
か
ら

一
カ
月
半
後
に
ド
イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
定
款
の
中
で

「法
案
の
作
成
、
準
備
」
を
自

ら
の
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
た
よ
う
に
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
の
専
門
委
員
会
に
対
抗
せ
ん
と
す
る
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
間
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
の
側
は
、
刑
法
委
員
会
の
開
催
に
向
け
た
準
備
の
た
め
、
フ
ラ
ン
ク
に
対
し
、
五
月
二
一
日
付
の
書
簡
の
中
で
、

刑
法
委
員
会
の
構
成
に
関
し
、
ナ
グ
ラ
ー
、
コ
ー
ル
ラ
ウ
シ
ュ
、
シ
ャ
フ
シ
ュ
タ
イ
ン
、
メ
ツ
ガ
ー
と
並
ん
で
、
彼
の
勢
力
圏
で
あ
る
ミ
ュ

（４３７
）

ン
ヘ
ン
か
ら
エ
バ
ー
マ
イ
ヤ
ー
、
ベ
ル
ト
ラ
ム
の
名
を
挙
げ
、
ラ
イ
ヒ
首
相
の
承
認
を
得
る
た
め
と
し
て
、
事
前
の
同
意
を
求
め
、
さ
ら
に
、

六
月
九
日
に
は
ラ
イ
ヒ
法
務
省
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
総
則
編
を
、
そ
し
て
、
九
月
二
一
日
に
同
じ
く
各
則
編
を
そ
れ
ぞ
れ
送
付
し
、
事
前
の

（佃
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（棚
）

協
議
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
フ
ラ
ン
ク
は
一
切
無
視
を
決
め
込
ん
だ
と
い
う
。
両
者

（卿
）

の
協
議
は
よ
う
や
く

一
〇
月
に
入
っ
て
実
現
さ
れ
、
ベ
ル
ト
ラ
ム
を
ラ
イ
マ
ー
に
差
し
替
え
る
と
い
っ
た
合
意
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
も
の
の
、

（姐
）

フ
ラ
ン
ク
の
側
に
端
か
ら
積
極
的
な
協
力
意
思
な
ど
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。　
一
〇
月
二
六
日
付
の
刑
法
委
員
会
の
開
催
通
知
に

対
し
、
翌
二
七
日
、
会
議
の
開
催
を

「委
員
会
規
則
が
制
定
さ
れ
る
か
、
少
な
く
と
も

〔
一
一
月

一
二
日
の
国
会
〕
選
挙
が
終
了
す
る
ま
で
」

（犯
）

延
期
す
る
よ
う
求
め
る
電
報
を
返
し
た
フ
ラ
ン
ク
は
、
こ
の
前
日
、
ベ
ル
リ
ン
で
記
者
会
見
を
開
き
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
に
対
し
明
白
な
ノ
ン

を
突
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。
会
見
の
模
様
を
、
翌
日
の
『フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ャ
ー
・
ベ
オ
バ
ハ
タ
ー
』
は
、
「ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
フ
ラ
ン
ク
博
士
。

ナ
チ
ス
国
家
に
お
け
る
法
生
活
の
改
革
に
つ
い
て
語
る
。」
と
の
見
出
し
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
「今
回
の
会
見
で
、
フ
ラ
ン

ク
博
士
は
、
彼
に
委
ね
ら
れ
た
法
改
革
の
課
題
に
関
し
詳
細
な
説
明
を
行
っ
た
。
…
…
博
士
は
ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
の
立
場
か
ら

〔法
改
革
の

指
導
市

国
家
Ｉ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一〇
五
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た
め
に
〕
必
要
と
な
る
委
員
会
の
設
置
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
内
、
刑
法
委
員
会
に
関
し
て
は
、
古
く
か
ら
の
闘
士
で
あ
り
、
法
務
省
次

官
で
あ
る
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
博
士
が
副
委
員
長
に
任
命
さ
れ
、
今
後
四
、
五
カ
月
以
内
に
新
刑
法
典
の
完
成
を
目
指
す
と
の
方
針
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
。」
引
き
続
き
、
民
事
訴
訟
法
、
民
法
、
経
済
法
の
改
革
方
針
に
触
れ
た
後
、
最
後
に
、
「ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
の
身
分
」
に
関
す
る
発

言
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「ラ
イ
ヒ
法
務
省
と
ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
の
関
係
に
関
し
、
フ
ラ
ン
ク
博
士
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
誤
解
が
あ
っ
た
と

し
て
、
以
下
の
見
解
を
披
露
し
た
。
即
ち
、
ラ
イ
ヒ
法
務
省
が
ラ
イ
ヒ
の
行
政
機
関
で
あ
る
の
に
対
し
、
ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
は
、
法
改
革
と

い
う
特
別
任
務
を
負
っ
た
、
ラ
イ
ヒ
首
相
に
直
属
す
る
、
完
全
に
独
立
の
ラ
イ
ヒ
機
関
で
あ
る
、
と
。
さ
ら
に
大
臣
は
次
の
よ
う
に
続
け
た
。

ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
は
ナ
チ
ス
党
ラ
イ
ヒ
法
制
局
長
官
と

一
体
化
し
た
恒
常
的
機
関
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
今
後
、
法
の
領
域
に
お
い
て
、
党

六
姐
）

の
世
界
観
が
国
家
の
中
に
も
っ
と
も
ス
ム
ー
ス
な
形
で
注
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
。
」

（製
）

こ
の
会
見
が
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
と
フ
ラ
ン
ク
の

「力
く
ら
べ
」
が
単
な
る
会
議
の
日
程
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
で
な

か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
単
に
一
つ
の
き
っ
か
け
、
日
実
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
法
改
革
の
主
導
権
が
い
ず
れ
に
あ
る
の
か
、

）
向
け
醐
潮

．
ノレ ぁ
卜 っ
燎
ピ
け
〕
”
ツ
つ
利
郡
刹
は
コ
礫
け
に
申
請
け
〔
送
「嘩
瑞
¨
¨
嘲
卸
嘲
馴
¨
癖
嘲
数
臓
］
い
『
翻
貯
』
』
十
一
¨
‐こ 電
岬

る
。
彼
は
、
先
ず
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
が
進
め
て
い
る
計
画
を

「ラ
イ
ヒ
大
統
領
閣
下
並
び
に
ラ
イ
ヒ
首
相
閣
下
か
ら
ド
イ
ツ
法
の
改
革
の
た

め
に
私
に
個
人
的
に
与
え
ら
れ
た
任
務
及
び
全
権
と
合
致
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と

一
蹴
し
た
後
、
さ
ら
に
自
ら
の
地
位
と
任
務
、
権
能
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
続
け
た
。
「私
は
、
ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
と
し
て
の
資
格
に
お
い
て
、
私
が
所
掌
す
る
法
改
革
を
準
備
す
べ
く
、
四
つ
の
委

員
会
を
設
置
し
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
幾
人
か
は
あ
な
た
が
予
定
し
て
い
る
委
員
会
か
ら
も
参
加
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
改
革

が
ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
で
あ
る
私
に
与
え
ら
れ
た
任
務
で
あ
る
以
上
、
私
は
、
わ
れ
わ
れ
の
委
員
会
が
法
改
革
の
作
業
に
関
し
優
先
権
を
有
す

る
こ
と
を
主
張
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、
委
員
会
の
審
議
の
結
果
を
あ
な
た
に
随
時
報
告
し
、
あ
な
た
が
こ
の
結
果
を
あ
な
た
の
望
み



ど
お
り
に
内
閣
に
提
出
し
う
る
よ
う
、
配
慮
す
る
こ
と
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
あ
な
た
が
わ
れ
わ
れ
の
委
員
会
の
作
業
に
参
加
す

る
こ
と
を
、
心
か
ら
歓
迎
す
る
。
な
お
、
委
員
会
の
招
集
を

一
一
月

一
二
日
に
延
期
す
る
よ
う
に
と
の
私
の
希
望
が
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
が

故
に
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
私
並
び
に
ナ
チ
ス
の
指
導
的
地
位
に
あ
る
者
た
ち
の
協
力
が
不
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
申
し
上

（郷
）

げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

最
後
の
言
か
ら
は
、
フ
ラ
ン
ク
が
、
単
に
自
ら
の
正
当
性
を
主
張
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
直
接
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
の
企
て
を
妨
害
し
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
当
初
予
定
の
委
員
の
ほ
ぼ
半
数
を
ド
イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
の
メ
ン
バ
ー
が
占
め
る
中
、
事
こ
こ
に
至
っ

て
よ
う
や
く
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
も
事
態
の
重
大
さ
に
気
づ
か
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
次
官
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ベ
ル
ガ
ー
が
ラ
イ
ヒ
官
房
長
官
ラ

ン
マ
ー
ス
に
宛
て
た

一
〇
月
二

一
日
付
の
書
簡
は
、
明
ら
か
に
法
務
省
側
の
狼
狽
ぶ
り
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
「ギ
ュ
ル
ト
ナ
ト
大
臣

が
明
ロ
ラ
イ
ヒ
首
相
閣
下
と
の
接
見
を
希
望
い
た
し
て
お
り
ま
す
件
に
つ
き
、
あ
な
た
か
ら
明
日
早
朝
ラ
イ
ヒ
首
相
閣
下
に
お
取
り
次
ざ
い

た
だ
け
る
と
の
由
、
こ
の
こ
と
大
臣
か
ら
う
か
が
い
ま
し
た
。
私
か
ら
も
、
明
日
の
接
見
が
実
現
さ
れ
ま
す
よ
う
、
是
非
と
も
ご
配
慮
い
た

だ
き
た
く
、
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
す
。
も
は
や
猶
予
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
事
態
は
ラ
イ
ヒ
首
相
閣
下
と
の
直
接
の
面
談
が

緊
急
不
可
欠
に
要
請
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
万
が

一
希
望
が
叶
え
ら
れ
な
い
場
合
の
大
臣
閣
下
の
心
痛
を
お
察
し
い
た

（岬
）

だ
き
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」

む
ろ
ん
、
ギ

ュ
ル
ト
ナ
ー
自
身
も
手
を
供
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
同
じ
日
フ
ラ
ン
ク
に
書
簡
を
送
り
、
先
の
二
七
日
付
の
書
簡
に
あ
っ

た
彼
の
主
張
に
同
調
す
る
考
え
の
な
い
こ
と
を
ハ
ッ
キ
リ
と
確
認
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
先
ず
、
ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
の
地
位
及
び
任
務
に

関
す
る
フ
ラ
ン
ク
の
見
解
は
、
ギ

ュ
ル
ト
ナ
ー
が
四
月

一
一
日
付
の
書
簡
で
ヒ
ト
ラ
ー
に
提
示
し
、い
ま
た
フ
ラ
ン
ク
自
身
も

一
三
日
付
の
電

報
で
賛
意
を
表
し
た
見
解
と
矛
盾
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
後
、
ギ

ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
さ
ら
に
法
改
革
に
関
す
る
権
能
の
所
在
に
関
し
次
の
よ

う
に
真

っ
向
か
ら
反
駁
し
た
。
即
ち
、
今
後
予
定
さ
れ
る
法
典
編
纂
事
業
は

「も
っ
ぱ
ら

〔ラ
イ
ヒ
法
務
大
臣
で
あ
る
〕
私
に
の
み
課
せ
ら

指
導
市

国
家
Ｉ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一〇
七
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れ
た
任
務
」
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
ラ
イ
ヒ
政
府
の
権
威
の
た
め
に
も
、
「内
閣
に
提
出
さ
れ
る
べ
き
草
案
を
責
任
を
も
っ
て
作
成
す
る
作
業
は

法
務
省
に
委
ね
ら
れ
た
専
権
事
項
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
い
か
な
る
疑
間
も
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
当
然
の
結
果
と
し
て
、
委
員
会
の
設

置
場
所
は
ラ
イ
ヒ
法
務
省
以
外
に
は
あ
り
え
ず
、
フ
ラ
ン
ク
が
副
委
員
長
と
し
て
こ
れ
に
所
属
す
る
こ
と
は
既
に
四
月

一
一
日
の
書
簡
に
明

（期
）

ら
か
な
と
お
り
で
あ
る
、
と
。

以
上
の
措
置
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ク
宛
て
の
書
簡
の
コ
ピ
ー
を
ヒ
ト
ラ
ー
と
ヘ
ス
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、

ラ
ン
マ
ー
ス
に
も
電
話
で
報
告
し
た
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
さ
ら
に
、
翌

一
一
月

一
日
、
ラ
ン
マ
ー
ス
宛
て
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
の
接
見
が
不
可

能
と
な
っ
た
万
が

一
の
場
合
に
備
え
て
、
以
下
の
三
点
に
つ
き
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
了
解
を
と
る
よ
う
求
め
る
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
即
ち
、
ラ

イ
ヒ
全
権
委
員
の
管
轄
権
は
四
月

一
一
日
付
の
書
簡
に
定
め
ら
れ
た
と
お
り
で
あ
る
こ
と
、
刑
法
委
員
会

へ
の
フ
ラ
ン
ク
の
協
働
は
ヒ
ト

ラ
ー
の
希
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
、
フ
ラ
ン
ク
は
一
〇
月
二
六
日
の
記
者
会
見
に
よ
り

一
般
に
生
じ
た
疑
間
を
解
消
す
る
た
め
の
適
切

な
手
段
を
講
じ
る
こ
と
、
が
そ
れ
で
あ
っ（型
。
も
つ
と
も
、
こ
う
し
た
手
配
は
取
り
越
し
苦
労
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー

は
、　
一
日
の
午
後
、
書
簡
が
彼
に
到
着
す
る
前
に
ヒ
ト
ラ
ー
と
会
談
し
た
ラ
ン
マ
ー
ス
か
ら
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
彼
の
主
張
を
全
面
的
に
認
め
、

そ
の
結
果
、
接
見
は
「ま
っ
た
く
必
要
の
な
い
」
も
の
と
な
っ
た
旨
の
報
告
を
電
話
で
受
け
取
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ラ
ン
マ
ー
ス
に
よ
る
と
、

ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
の
希
望
を
伝
え
た
彼
に
対
し
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
法
改
革
の
た
め
の
協
働
は
内
閣
の
中
で
の
み
も
っ
ぱ
ら

「責
任
を
も
っ
て
」
行

わ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
故
、
「内
閣
を
破
壊
す
る
よ
う
な

〔
フ
ラ
ン
ク
の
言
動
〕
に
対
し
て
は
同
意
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
ず
」、

〈帝
峰
も
し
従
来
の
発
言
が
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
、　
ヘ
ス
に
対
し
こ
れ
を
禁
ず
る
措
置
を
と
る
よ
う
授
権
し
た
こ
と
を
伝
え
た
、
と
さ

れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
事
は
こ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ク
は
、　
一
〇
月
二
七
日
付
の
書
簡
で
仄
め
か
し
て
い
た
と
お
り
、
刑

法
委
員
会
の
開
催
を
妨
害
す
る
行
為
に
出
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
ド
イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
で
あ
り
、
ま
た
ラ
イ
ヒ
法
務
省
の
刑
法



委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
も
予
定
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
に
対
し
、　
一
一
月
二
日
、
つ
ま
り
刑
法
委
員
会
の
開
会
式
前
日
の
夕
刻
に
ア
カ

デ
ミ
ー
の
側
の
委
員
会
を
招
集
す
る
よ
う
命
じ
た
と
い
う
。
こ
の
件
に
関
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
法
務
大
臣
カ
ー
ル
と
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
本
人
か
ら

報
告
を
受
け
た
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
彼
ら
と
の
協
議
に
基
づ
き
、
最
終
的
に
、
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
は
フ
ラ
ン
ク
の
指
示
に
従
わ
な
い
こ
と
、
彼

自
身
は
三
日
の
刑
法
委
員
会
の
開
会
式
に
予
定
ど
お
り
出
席
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
よ
う
や
く

一
連
の
騒
動
に
と
り
あ
え
ず

（４５‐
）

の
決
着
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

開
会
式
へ
の
出
席
を
拒
否
し
た
フ
ラ
ン
ク
は
、　
〓

一日
の
国
会
選
挙
の
終
了
を
ま
っ
て
反
撃
の
行
動
に
出
た
。
翌
一
三
日
、
ラ
ン
マ
ー
ス

（堀
）

に
電
報
を
送
り
、
司
法
問
題
を
テ
ー
マ
に
ヒ
ト
ラ
ー
と
の
会
談
を
求
め
た
彼
は
、　
一
六
日
に
ベ
ル
リ
ン
の
テ
ニ
ス
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
ナ
チ

ス
ド
イ
ツ
法
曹
連
盟
の
大
会
に
お
い
て
、
そ
の
直
前
に
行
わ
れ
た
ば
か
り
の
協
議
の
結
果
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。
「指
導
者
は
私
に
対
し

改
め
て
以
下
の
と
お
り
言
明
し
た
。
彼
は
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
法
曹
連
盟
の
活
動
に
も
っ
と
も
強
い
関
心
を
有
す
る
と
と
も
に
、
連
盟
の
中
に

ド
イ
ツ
法
曹
の
代
表
を
見
る
も
の
で
あ
る
、
と
。
…
…
私
は
、
『ヒ
ト
ラ
ー
万
歳
』
と
叫
べ
ば
事
が

一
切
済
む
と
信
ず
る
よ
う
な
反
動
的
人
物

に
対
し
て
は
断
固
た
る
態
度
を
と
る
つ
も
り
で
あ
る
。
本
日
、
〔法
改
革
の
た
め
の
〕
各
委
員
会
が

〔ア
カ
デ
ミ
ー
内
に
〕
設
置
さ
れ
、
次
週

か
ら
さ
っ
そ
く
活
動
に
と
り
か
か
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
委
員
会
は
他
の
機
関
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
委
員
会
と
同
じ
権
利
を
有
す
る
。

わ
れ
わ
れ
の
改
革
の
目
的
は
、　
一
切
を
ド
イ
ツ
の
大
地
と
ド
イ
ツ
の
人
種
に
立
脚
す
る
、
そ
う
し
た
法
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た

め
の
最
大
の
原
則
が

『公
益
が
私
益
に
優
先
す
る
』
で
あ
る
。
…
…
指
導
者
が
本
国
私
に
保
障
し
た
と
お
り
、
私
は
将
来
の
法
の
指
導
者
と

し
て
彼
か
ら

一
〇
〇
％
の
信
頼
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、私
が
〔改
革
の
〕旗
を
下
ろ
す
こ
と
な
ど
決
し
て
あ
り
え
な
（岬
ピ

フ
ラ
ン
ク
が
報
告
の
中
で

「
こ
れ
ら
の
委
員
会
は
…
…
同
じ
権
利
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
う
か
が
え
る

と
お
り
、
お
そ
ら
く
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
こ
の
日
行
わ
れ
た
会
談
に
お
い
て
、　
一
一
月

一
日
の
ラ
ン
マ
ー
ス
相
手
の
発
言
と
は
異
な
り
、
い
つ

も
の

「分
割
統
治
」
の
原
則
に
則
っ
て
、
フ
ラ
ン
ク
の
主
張
を

一
蹴
す
る
こ
と
な
く
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
の
法
務
省
と
並
行
に
、
ド
イ
ツ
法
ア

指
導
市

国
家
Ｉ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一〇
九



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
一
〇

カ
デ
ミ
ー
の
活
動
を
認
め
る
、
そ
う
し
た
妥
協
策
を
と
っ
た
と
想
像
さ
れ（型
。
翌

一
七
日
に
開
か
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ー
の
評
議
会
は
、
法
改
革

の
推
進
を
目
的
に
、
家
族
法
、
婚
姻
法
、
世
襲
農
場
法
、
官
吏
法
、
国
際
法
等
の
各
分
野
毎
に
委
員
会
を
設
置
し
、
ま
た
そ
の
内
二
一
の
委

員
会
の
責
任
者
を
決
定
し
た
が
、
委
員
会
の
活
動
の
根
拠
、
及
び
今
後
の
活
動
方
針
を
フ
ラ
ン
ク
は
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
た
。
コ
こ
れ

ら
の
委
員
会
は
〕
ラ
イ
ヒ
首
相
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
閣
下
の
委
任
と
全
権
授
与
、
及
び
管
轄
権
を
有
す
る
ラ
イ
ヒ
各
省
と
の
合
意
に
基
づ

い
て
活
動
す
る
。
…
…

〔焦
眉
の
課
題
で
あ
る
〕
刑
法
改
革
に
つ
い
て
は
、
そ
の
動
き
を
促
進
す
る
た
め
に
、
〔法
務
省
の
〕
委
員
会
と

〔ド

イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
の
〕
委
員
会
は
、
〔ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
と
フ
ラ
ン
ク
〕
の
共
同
指
導
の
下
に
統
合
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
法
務
大

臣
カ
ー
ル
が
ラ
イ
ヒ
法
務
大
臣
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
の
、
ま
た
ザ
ク
セ
ン
法
務
大
臣
テ
ィ
エ
ラ
ッ
ク
が
ラ
イ
ヒ
全
権
委
員
兼
国
務
大
臣
フ
ラ
ン
ク

（４５５
）

の
、
そ
れ
ぞ
れ
代
理
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
」
と
。

二
つ
の
刑
法
委
員
会
が

「同
じ
権
利
」
を
有
し
、
さ
ら
に

「共
同
指
導
の
下
に
統
合
」
さ
れ
る
と
の
フ
ラ
ン
ク
の
発
言
を
伝
え
た

『
フ
ェ

ル
キ
ッ
シ
ャ
ー
・
ベ
オ
バ
ハ
タ
ー
』
の
報
道
は
、
ラ
イ
ヒ
法
務
省
に
と
っ
て
思
い
も
か
け
な
い
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
シ
ュ
レ
ー

ゲ
ル
ベ
ル
ガ
ー
は
カ
ー
ル
と
謀
り
、
旅
行
中
の
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
の
了
解
を
得
た
後
、
ア
カ
デ
ミ
ー
に
対
し
、
伝
え
ら
れ
る
新
聞
報
道
の
内
容

（４５６
）

は
事
実
無
根
で
あ
り
、〈７後
改
め
て
こ
の
件
に
関
し
て
法
務
省
の
見
解
を
送
付
す
る
予
定
で
あ
る
旨
を
打
電
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
に
戻
っ
た
ギ
ュ

ル
ト
ナ
ー
が
フ
ラ
ン
ク
に
以
下
の
抗
議
の
書
簡
を
送
っ
た
の
は
、
刑
法
委
員
会
の
第

一
読
会
が
開
始
さ
れ
る
四
日
前
、　
一
一
月
二
三
日
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
「ド
イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
が
設
置
し
た
各
委
員
会
の
任
務
に
関
す
る
新
聞
報
道
は
、
立
法
活
動
の
指
導
権
に
関
し
て
〔社
会
の

中
に
〕
疑
間
を
惹
き
起
こ
す
結
果
と
な
っ
た
。
冷
静
で
事
実
に
即
し
た
活
動
を
行
う
た
め
に
は
、
か
か
る
不
明
瞭
な
事
態
を
放
置
し
て
お
く

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
私
は
あ
な
た
に
対
し
以
下
の
説
明
を
行
う
も
の
で
あ
る
。」
こ
の
よ
う
な
書
き
出
し
で
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は

一
つ
の
国
家
の
中
で
立
法
編
纂
事
業
が
二
つ
の
組
織
に
よ
り
担
わ
れ
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
を
次
の
よ
う
に
確
認
し
た
。
「国
家
が
関

与
す
べ
き
事
柄
に
つ
き
、
目
的
を
明
確
に
自
覚
し
た
上
で
こ
れ
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、
唯

一
の
、
し
か
も
不
可
分
に
統

一
さ
れ
た
責
任
と



指
導
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
当
然
立
法
に
と
っ
て
、
ま
た
そ
れ
に
か
か
わ
っ
て
行
わ
れ
る
刑
法
委
員
会
の
設
置
や
構
成
等
の
準
備

活
動
に
と
っ
て
も
妥
当
す
る
。
か
か
る
活
動
の
責
任
は
、
ラ
イ
ヒ
法
務
省
が
自
ら
の
管
轄
権
の
枠
内
で
担
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め

の
指
導
は
当
然
に
法
務
省
に
帰
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
私
は
、
あ
な
た
が
私
の
所
掌
す
る
法
案
作
成
に
関
与
し
よ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
あ
な
た
の
肩
書
が
何
で
あ
れ
、
私
の
指
導
に
服
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。」
こ
の
後
、
法
改
革
へ
の
広
範
な
民
族
層
の
参

加
は
歓
迎
す
べ
き
で
あ
り
、
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
し
た
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
ド
イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
も
ま
た
そ
う
し
た
民
族
の
一
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
し
か
過
ぎ
ず
、
「そ
れ
ぞ
れ
が
担
う
任
務
の
明
確
な
境
界
線
を
曖
昧
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
し
て
、
「同
じ
権
利
」
の

要
求
を

一
蹴
し
、
さ
ら
に
二
つ
の
委
員
会
の
「統
合
」
問
題
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
結
論
し
た
。
「私
は
刑
法
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
七
名
の

ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
両
者
の
関
係
の
強
化
を
は
か
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
『共
同
指
導
』
の
下
に
ア
カ
デ
ミ
ー
の
委

員
会
と
わ
れ
わ
れ
の
委
員
会
を

『統
合
』
し
よ
う
と
の
企
て
は
、
概
念
的
に
不
可
能
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
拒
否
せ
ざ
る
を
え
な
（岬
ピ

同
日
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
ヒ
ト
ラ
ー
に
対
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ク
宛
て
の
書
状
の
コ
ピ
ー
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、
添
付
の
書
簡
で
改
め
て

管
轄
権
の
明
確
化
を
次
の
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
「立
法
活
動
を
ラ
イ
ヒ
法
務
省
か
ら
奪
い
取
り
、
他
の
委
員
会
に
引
き
受
け
さ
せ
よ
う
と
す

る
企
て
は
、
閣
下
の
適
切
な
措
置
に
よ
り
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。
私
は
閣
下
に
こ
の
件
に
関
し
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
、
こ
の
問
題
に
最
終
的
な
決
着
が
付
け
ら
れ
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
月

一
八
日
付
で

〔『
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ャ
ー
・
ベ
オ
バ

ハ
タ
ー
』
に
よ
り
〕
報
道
さ
れ
た
よ
う
な

〔ア
カ
デ
ミ
ー
提
案
の
〕
組
織
構
成
の
あ
り
方
は
実
現
可
能
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ（型
ピ

翌
二
四
日
、
フ
ラ
ン
ク
は
さ
っ
そ
く
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
に
次
の
よ
う
な
回
答
を
返
し
た
。
「あ
な
た
は
、
私
が
あ
な
た
に
服
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
し
か
し
、
私
に
と
っ
て
存
在
す
る
指
導
者
は
た
だ

一
人
、
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
、
そ
の
人
以
外
に
存
在
し
な
い
。
そ
れ
故
、
指

導
者
及
び
ナ
チ
ズ
ム
の
理
念
を
前
に
し
て
負
う
責
任
が
命
ず
る
以
外
の
行
動
を
と
る
こ
と
は
私
に
と
っ
て
不
可
能
で
あ
る
。
私
は
ナ
チ
ス
ド

イ
ツ
法
曹
連
盟
の
設
立
者
、
指
導
者
で
あ
り
、
ま
た
ラ
イ
ヒ
監
督
官
の
立
場
に
あ
る
が
、
そ
う
し
た
私
に
対
し
、
あ
な
た
が
自
分
の
部
下
に

指
導
市

国
家
Ｔ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
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一
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な
る
よ
う
に
と
命
じ
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ド
イ
ツ
法
の
改
革
は
、
今
や
成
就
さ
れ
た
ナ
チ
ズ
ム
革
命
に

即
し
、
ナ
チ
ズ
ム
の
理
念
を
土
台
に
、
こ
の
理
念
を
生
み
出
し
た
者
た
ち
に
よ
っ
て
の
み
実
現
可
能
な
課
題
で
あ
る
。
あ
な
た
は
、
ド
イ
ツ

国
民
党
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、　
一
四
年
の
間
、
ナ
チ
ズ
ム
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
典
型
的
に
市
民
的
な
法
政
策
を
支
え
て
き
た
立
場
に
あ

る
。
自
明
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
私
が
協
働
を
望
む
の
は
、
あ
な
た
が
ラ
イ
ヒ
大
臣
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
に
他
な
ら
な
い
。
…
…
古
い
法

学
派
と
新
た
な
未
来
志
向
の
法
理
念
と
の
協
働
は
完
全
な
平
等
を
基
盤
と
し
て
の
み
実
現
可
能
で
あ
る
。
も
し
あ
な
た
が
こ
う
し
た
協
働
の

実
現
を
重
要
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
形
式
的
に
も
、
わ
れ
わ
れ
の
二
つ
の
委
員
会
が
と
も
に
同
じ
権
利
と
義
務
に
よ
っ
て
導
か
れ
る

と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
や
、
あ
な
た
の
最
終
的
な
態
度
決
定
を
お
願
い
す
る
。
私
に
と
っ
て
、
私
の
一肩
書
は
無
で

あ
り
、
指
導
者

へ
の
忠
誠
が
す
べ
て
で
あ
る
。
権
利
の
平
等
が
前
提
で
あ
り
、
こ
の
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
限
り
、
私
が
委
員
会
に
参
加
す

る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
（岬
ピ

翌
々
日
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
か
ら
、
再
度
、
「立
法
活
動
の
監
督
権
に
関
し
、
私
が
先
に
送
っ
た
書
簡
の
内
容
が

（硼
）

最
終
的
な
結
論
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
す
る
」
と
の
回
答
を
得
た
フ
ラ
ン
ク
は
、
さ
ら
に
、
翌
二
七
日
、
刑
法
委
員

会
が
本
格
的
な
活
動
を
開
始
し
た
そ
の
日
に
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
に
以
下
の
電
報
を
返
し
た
。
「私
は
、
あ
な
た
と
の
協
働
を
希
望
し
、
ま
た
、

（４６‐
）

ド
イ
ツ
の
立
法
活
動
に
関
し
完
全
に
対
等
な
監
督
権
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
確
認
が
、
同
様
に
私
の
最
終
結
論
で
あ
る
。」

二
つ
の
刑
法
委
員
会
の
活
動
は
、
こ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
、
平
行
し
た
形
で
進
行
す
る
。
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
の
委
員
会
が
、　
一
九
二
四
年
二

月
二
日
に
第

一
読
会
を
終
了
し
、
五
月

一
二
日
に

『仮
草
案
１
１
総
則
編
』
を
関
係
機
関
に
送
付
、
さ
ら
に
審
議
結
果
を
七
月

一
二
日
付
で

『将
来
の
ド
イ
ツ
刑
法

（総
則
こ

と
し
て
出
版
し
た
こ
と
は
既
に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ク
の
委
員
会
も
ま

（職
）

た
五
月
二
六
日
に
開
か
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ー
の
作
業
会
議
に
お
い
て
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
責
任
の
下
に
総
則
編
に
関
す
る
審
議
結
果
を
と
り
ま
と

め
、
審
議
の
基
礎
と
な
っ
た
テ
ィ
エ
ラ
ッ
ク
、
エ
ト
カ
ー
等
の
報
告
と
合
わ
せ
て
六
月
に

『
一
般
ド
イ
ツ
刑
法
の
基
礎
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法

ア
カ
デ
ミ
ー
刑
法
委
員
会
」
が
』
と
し
て
出
版
し
て
い
る
。
ア
カ
デ
ミ
ー
の
審
議
は
、
コ
法
務
省
の
刑
法
委
員
会
と
〕
同
じ
問
題
を
対
象
に
、



（佃
）

平
行
か
つ
補
充
的
な
活
動
に
よ
り
、
世
界
観
的
立
場
を
特
に
強
調
す
る
形
で
」
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
も
ま
た

『覚
書
』

の
内
容
を

『総
則
編
』
の
序
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。
「刑
法
改
正
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
の
委
員
会
の
活
動
成

果
は
、
こ
の
委
員
会
の
審
議
が
わ
れ
わ
れ
の
委
員
会
の
審
議
よ
り
も
遅
れ
て
行
わ
れ
た
結
果
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
、
法
務
省
次
官
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
博
士
が
当
委
員
会
の
委
員
で
あ
り
、
か
つ
ド
イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
の
刑
法
委
員
会

の
委
員
長
で
も
あ
る
と
い
う
事
情
に
よ
り
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
委
員
会
の
審
議
に
際
し
て
、
先
行
し
た
当
委
員
会
の
審
議
結
果
を

〔彼
を
通
じ

て
〕
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。　
一
九
二
四
年
六
月
に
出
版
さ
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ー
の
覚
書
に
明
白
で
あ
る
よ
う
に
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
委
員
会

が
当
委
員
会
の
仮
草
案
に
掲
げ
て
い
る
提
案
と
ほ
と
ん
ど
同

一
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
私
の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
（型
ピ

も
つ
と
も
、
ギ
ユ
ル
ト
ナ
ー
の
「喜
び
」
が
フ
ラ
ン
ク
の
そ
れ
で
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。　
一
九
二
五
年

一
月
二
〇
日
付
の
『
フ
ェ

ル
キ
ッ
シ
ャ
ｌ
ｏ
ベ
オ
バ
ハ
タ
ー
』
は
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
と
彼
の
委
員
会
に
対
す
る
あ
か
ら
さ
ま
な
不
満
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
即
ち
、

コ
法
務
省
の
〕刑
法
委
員
会
か
ら
最
近
私
宛
て
に
草
案
が
送
付
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
は
な
お
重
要
な
変
更
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
と
の
協
働
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
、
ナ
チ
ズ
ム
の
思
想
財
を
法
の

領
域
に
お
い
て
実
現
す
る
こ
と
の
困
難
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
協
働
は
、
た
だ
、
事
実
に
即
し
た
知
識
の
他
に
、
と
り
わ
け
ナ
チ
ズ

（価
）

ム
の
闘
争
精
神
を
断
固
自
己
の
も
の
と
す
る
者
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
」
と
。
こ
の
最
後
の
発
言
か
ら
は
フ
ラ
ン
ク
の
不
満
の
原
因
が

奈
辺
に
あ
っ
た
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ク
の
不
満
、
そ
れ
を
支
え
た
強
気
の
背
景
に
は
、
前
年

一
二
月

一
九
日
付
で
彼
が
受
け
取
っ
た
ヒ
ト
ラ
ー
か
ら
の
書
簡
の
存
在
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
文
面
が
し
た

た
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
「あ
な
た
は
、
法
秩
序
の
再
生
に
〔私
と
〕
協
働
す
べ
く
、
ド
イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
の
中
に
模
範
的
な

一
つ
の
機

関
を
設
置
し
た
。
あ
な
た
は
、
そ
れ
に
よ
り
、
狭
義
の
司
法
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
法
の
領
域
に
お
い
て
ナ
チ
ズ
ム
の
世
界
観
を
実
現
す
べ

く
、
法
改
革
の
た
め
に

〔私
と
〕
協
働
す
る
可
能
性
を
手
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
。　
一
九
四
〇
年
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
年
次
大

指
導
市

国
家
Ｔ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
三
二
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一
一
四

会
に
お
い
て
こ
の
手
紙
の
内
容
を
紹
介
し
た
フ
ラ
ン
ク
は
、
さ
ら
に
こ
の
時
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
る
。
「
こ
の
言
葉
か
ら
も
明

ら
か
な
と
お
り
、
指
導
者
が
わ
れ
わ
れ
に
課
し
た
ド
イ
ツ
法
の
全
体
的
な
新
構
成
の
た
め
の
活
動
は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
存
を
か
け
た
使
命
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
活
動
の
一
切
は
そ
の
た
め
に
あ
り
、
こ
の
任
務
の
達
成
が
わ
れ
わ
れ
の
活
動
を
導
く
不
断
の
目
標
と
な
る
。
ド
イ
ツ
民

族
の
た
め
に
、
民
族
の
す
べ
て
の
領
域
に
わ
た
り
、
ナ
チ
ズ
ム
に
基
づ
く
共
同
体
生
活
の
法
秩
序
を
構
築
し
、
保
障
す
る
こ
と
が
、
ド
イ
ツ

（螂
）

法
に
か
か
わ
る
わ
れ
わ
れ
が
果
た
す
べ
き
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
の
不
滅
の
業
績
へ
の
貢
献
に
他
な
ら
な
い
。」

も
っ
と
も
、
フ
ラ
ン
ク
が
、
法
務
省
の
委
員
会
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
が
主
催
す
る
ド
イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
の
活
動
に
も
決
し
て
満
足
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と（コ
、
こ
の
時
期
、
党
法
制
局
長
官
と
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
そ
れ
と
は
異
な
る
、
も
う

一
つ
の
刑
法
委
員
会
を
党
の
内
部

に
設
置
し
た
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
彼
は
、　
一
九
二
五
年
二
月

一
一
日
、
「ナ
チ
ス
党
綱
領
に
即
し
た
刑
法
の
編
成
及
び
従
来
の
〔法

（硼
）

務
省
等
の
〕
準
備
作
業
へ
の

〔党
の
〕
態
度
決
定
」
を
目
的
に
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ハ
ウ
に
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
や
シ
ャ
フ
シ
ュ
タ
イ
ン
、
グ
ラ

ウ
等
七
名
の
委
員
、
四
名
の
協
力
者
、
二
名
の
参
加
者
を
集
め
て
刑
法
委
員
会
を
離
口
、
六
日
間
に
及
ん
だ
審
議
の
結
果
を

『新
ド
イ
ツ
刑

法
の
た
め
の
ナ
チ
ス
綱
領

（第

一
調
と

に
ま
と
め
て
出
版
し
た
。
委
員
会
の
基
本
精
神
は
、
フ
ラ
ン
ク
が
寄
せ
た
以
下
の
序
文
に
明
ら
か
で

あ
る
。
「刑
法
の
中
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
民
族
の
自
己
主
張
の
意
思
、
及
び
民
族
の
安
定
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保
障
せ
ん
と
す
る
国
家
の
意
思

を
見
る
。
将
来
の
刑
法
は
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
に
指
導
さ
れ
る
国
家
の
要
求
に
合
致
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
委
員
会
は
、

純
粋
に
ナ
チ
ズ
ム
の
基
盤
に
立
脚
し
、
ド
イ
ツ
民
族
の
永
遠
の
法
意
思
を
起
点
と
し
て
、
共
同
体
の
優
位
の
た
め
に
個
人
の
そ
れ
を
破
棄
し
、

ま
た
名
誉
が
ド
イ
ツ
的
男
子
た
る
意
識
及
び
ド
イ
ツ
民
族
生
活
の
中
心
を
成
す
こ
と
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
者
は
、
そ
の
者
が
社
会

や
そ
の
構
成
組
織
に
対
し
て
負
う
べ
き
義
務
の
紐
帯
の
強
度
に
応
じ
て
、
峻
厳
に
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
す
（型
ピ

こ
の

『綱
領
』
が

「新

た
な
刑
法
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
の
ナ
チ
ズ
ム
の
世
界
観
の
一
般
的
な
基
本
思
想
、
と
り
わ
け
忠
誠
義
務
、
名
誉
、
共
同
体
、
贖
罪
の
思
想
を

明
ら
か
に
す
る
」
も
の
と
し
て
、
「総
則
編
」
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ（湖
の
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ク
は
、
基
本
思
想
を
具
体
的
な
諸
問
題



に
応
用
す
べ
く
、
改
め
て
、　
一
九
二
六
年

一
〇
月
に
フ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
ツ
ハ
ウ
に
委
員
会
を
招
集
、
そ
の
審
議
結
果
を

『新
ド
イ
ツ
刑
法
の
た

め
の
ナ
チ
ス
綱
領
―
―
各
則
編

（第
一一型
こ

と
し
て
出
版
し
た
。
『綱
領
』
は
、
全
六
二
原
則
か
ら
成
り
、
大
き
く

「新
刑
法
の
各
則
に
関

す
る
犯
罪
観
の
基
本
思
想
」
と

「犯
罪
」
の
二
部
構
成
と
さ
れ
、
後
者
は
さ
ら
に
以
下
の
三
章
に
分
か
れ
て
い
た
。
「民
族
の
基
体
的
価
値
に

対
す
る
犯
罪
」、
「民
族
共
同
体
の
労
働
及
び
任
務
遂
行
に
対
す
る
犯
罪
」、
「民
族
共
同
体
の
成
員
の
生
命
及
び
組
織
に
対
す
る
犯
罪
」。

こ
の
間
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
と
フ
ラ
ン
ク
の
確
執
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
た
。
事
の
発
端
は
、
司
法
行
政
の
ラ
イ
ヒ
ヘ
の
統
合
を
め
ぐ

る
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
と
カ
ー
ル
の
主
導
権
争
い
に
起
因
し
た
カ
ー
ル
の
刑
法
委
員
会
か
ら
の
脱
退
に
あ
っ
た
。
カ
ー
ル
は
、
元
来
プ
ロ
イ
セ
ン

法
務
大
臣
と
し
て
委
員
会
に
参
加
し
、
そ
の
た
め
正
式
な
党
指
導
部
の
代
表
者
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
刑
法
改
革
に
対
す
る
党
の
見
解
を

代
表
す
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、　
一
九
二
四
年
四
月

一
六
日
の
会
議
を
最
後
に
姿
を
見
せ
な
く
な
っ
た
カ
ー
ル
に

（輌
）

代
わ
っ
て
、
早
急
に
党
を
代
表
す
る
者
の
委
員
会

へ
の
参
加
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
第
二

読
会
の
開
始
が
間
近
に
迫
っ
た

一
九
二
五
年

一
月

一
八
日
、
指
導
者
代
理
ヘ
ス
に
対
し
代
表
委
員
の
派
遣
を
要
請
す
る
次
の
よ
う
な
書
簡
を

送
付
し
た
。
「刑
法
委
員
会
は
本
年
二
月
中
旬
に
〔先
に
関
係
機
関
に
〕
送
付
し
た
草
案
に
関
す
る
第
二
読
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ

の
第
二
読
会
に
あ
っ
て
は
、
先
の
書
簡
で
関
係
機
関
に
提
出
を
依
頼
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
領
域
に
か
か
わ
る
問
題
に
関
す
る
意
見
だ
け
で

は
な
く
、
と
り
わ
け
、
党
の
指
導
的
部
局
が
草
案
に
対
し
て
い
か
な
る
見
解
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
議
論
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
は
、
委
員
会
に
よ
り
最
終
的
に
決
定
さ
れ
た
草
案
が
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
、
あ
ま
り
大
き
な
変
更
な
し
に
、
ラ

イ
ヒ
内
閣
に
提
出
さ
れ
る
よ
う
希
望
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
私
は
、
あ
な
た
が
第
二
読
会
に
党
の
代
表
者
を
派
遣
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
こ
と
を
大
い
に
歓
迎
し
た
い
。
こ
の
件
、
ご
了
解
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
た
だ
ち
に
代
表
委
員
の
名
前
を
私
宛
て
に
連
絡
さ
れ
ん

（価
）

こ
と
を
お
願
い
す
る
。
」
こ
れ
に
対
す
る
ヘ
ス
の
回
答
は
お
そ
ら
く
ギ

ュ
ル
ト
ナ
ー
に
と
っ
て
最
悪
の
結
果
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
二
月

四
日
付
の
回
答
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
ラ
イ
ヒ
監
督
官
兼
ラ
イ
ヒ
大
臣
フ
ラ
ン
ク
博
士
が
、
ド
イ
ツ
刑
法
典
草
案
に
関
す
る
第
二
読
会
に
ナ

指
導
煮

国
家
丁
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
一
五
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チ
ス
党
代
表
委
員
と
し
て
参
加
し
、
協
働
す
る
こ
と
に
つ
き
、
同
意
を
表
明
し
た
。
こ
の
他
の
事
柄
に
関
し
て
は
、
彼
と
直
接
協
議
さ
れ
る

こ
と
を
希
望
す
る
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ク
博
士
は
、
指
導
者
兼
ラ
イ
ヒ
首
相
が
ラ
イ
ヒ
機
関
の
法
律
案
に
対
す
る
私
の
関
与
に
関
し
布
告
し
た

（綱
）

一
九
二
四
年
七
月
二
七
日
の
命
令
に
定
め
る
資
格
に
お
い
て
、
私
を
代
理
す
る
も
の
で
あ
る
。」

（佃
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（綱
）

第
二
読
会
は
、
当
初
予
定
の
二
月

一
四
日
が
、
司
法
行
政
の
ラ
イ
ヒ
ヘ
の
移
行
に
伴
う
業
務
多
忙
等
を
理
由
に
、
二
月
二
一
日
、
さ
ら
に

（柵
）

三
二
日
へ
と
延
期
さ
れ
た
が
、
こ
の
日
の
会
議
の
冒
頭
、
よ
う
や
く
姿
を
見
せ
た
フ
ラ
ン
ク
は
委
員
会
へ
の
参
加
を
拒
否
す
る
声
明
を
発
表

し
、
そ
の
後
た
だ
ち
に
会
場
を
後
に
し
た
。
正
式
の
議
事
録
に
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
彼
の
発
言
は
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
の
記
録
に
よ
る
と
以
下

の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
「国
家
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
目
的
で
あ
る
ナ
チ
ズ
ム
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
ン」
の
テ
ー

ゼ
は
指
導
者
に
よ
り
繰
り
返
し
明
言
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
ナ
チ
ズ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
争
う
余
地
の
な
い
基
本
的
思
想
財

で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
解
に
基
づ
き
、
私
は
、
刑
法
典
に
か
か
わ
る
党
の
代
表
委
員
と
し
て
、
こ
の
委
員
会
に
参
加
し
な
い
こ
と
こ
そ
が
目

的
に
適

っ
た
こ
と
だ
と
結
論
す
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
、
理
念
の
守
護
者
で
あ
る
ナ
チ
ス
党
の
性
格
か
ら
判
断
し
て
、
刑
法
委
員
会
の
手
に

よ
り
完
成
し
た
草
案
を
ナ
チ
ス
党
の
立
場
か
ら
改
め
て
検
討
し
、
最
終
的
な
態
度
決
定
を
行
う
こ
と
こ
そ
が
必
要
な
こ
と
で
あ
る
、
と
信
じ

る
か
ら
で
あ
る
。
委
員
会
が
近
々
活
動
の
成
果
の
最
終
的
な
取
り
ま
と
め
の
作
業
に
入
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
す
る
。
し
か
し
、
今
こ
こ
で

は
っ
き
り
と
、
ナ
チ
ス
党
は
委
員
会
の
成
果
に
対
す
る
態
度
決
定
を
明
白
に
留
保
す
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
つ
ま
り
、
委

員
会
の
結
論
が
ナ
チ
ス
党
の

〔理
念
に
〕
合
致
し
な
い
場
合
、
ナ
チ
ス
党
は
ラ
イ
ヒ
内
閣
に
自
ら
の
草
案
を
提
出
す
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
も

の
で
は
な
い
。
運
動
は
ド
イ
ツ
民
族
に
と
っ
て
重
要
な
批
判
的
機
関
で
あ
り
、
〔し
た
が
っ
て
、〕
私
が
も
し
こ
の
委
員
会
に
参
加
し
、
積
極

的
に
協
働
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
党
に
お
け
る
私
の
立
場
、
及
び
国
家
に
と
っ
て
本
来
重
要
な
批
判
的
立
場
を
も
危
険
に
曝
す
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ラ
イ
ヒ
法
務
大
臣
閣
下
に
よ
り
草
案
が
完
成
し
、
内
閣
が
こ
れ
を
受
け
取
る
こ
と
を
、
私
は
希
望
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
た
め
に
は
、
草
案
が
事
前
に
党
の
代
表
委
員
に
よ
り
、
ま
た
指
導
者
の
第
二
の
人
格

〔ラ
イ
ヒ
首
相
〕
又
は
本
来
第

一
義
的
で
あ
る
第



一
の
人
格

〔党
指
導
者
〕
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
条
件
と
な
る
。
今
ま
さ
に
二
重
の
草
案
が
生
ま
れ
る
と
い
う
危
険
に
直
面
し

て
い
る
。
そ
の
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
博
士
、
あ
な
た
は
こ
の
可
能
性
を
低
く
見
積
も
る
べ
き

で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
草
案
が
ナ
チ
ス
党
の
見
解
に
合
致
し
な
い
場
合
、
党
は
歴
史
に
対
す
る
責
任
の
故
に
自
ら
の
草
案
を
用
意
す
る
こ

（４８‐
）

と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
」

（棚
）

ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ク
の

「最
後
通
諜
」
と
も
い
う
べ
き
以
上
の
発
言
を
さ
っ
そ
く
翌
日
付
の
手
紙
で
ヘ
ス
に
報
告
し
、
合
わ
せ

て
、
二
月
四
日
の
手
紙
で
了
解
さ
れ
た
「第
二
読
会
へ
の
ナ
チ
ス
党
の
協
働
の
実
現
」
の
履
行
を
求
め
、
「現
在
も
っ
と
も
重
要
な
諸
問
題
を

審
議
中
で
あ
る
」
こ
と
を
理
由
に
、
フ
ラ
ン
ク
に
代
わ
る
党
の
代
表
者
の
早
急
な
派
遣
を
要
請
し
（型
。
し
か
し
ヽ
結
局
、
二
月
二
〇
日
に
終

了
し
た
最
初
の
読
会
中
に
は
後
任
者
の
決
定
に
至
ら
ず
、
そ
の
一
カ
月
後
、
五
月
二
日
に
再
会
さ
れ
た
読
会
の
冒
頭
、
よ
う
や
く
ギ
ュ
ル
ト

ナ
ー
の
日
か
ら
代
表
委
員
の
名
前
と
決
定
の
経
緯
が
紹
介
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
「前
回
の
会
議
の
冒
頭
に
、
ラ
イ
ヒ
大
臣
フ
ラ
ン
ク
博
士
か
ら

脱
会
の
希
望
が
表
明
さ
れ
た
。
私
は
、
こ
の
希
望
に
基
づ
き
、
彼
に
対
し
文
書
で
了
解
し
た
旨
を
連
絡
し
た
。
Ｔ
一月
二
三
日
付
の
手
紙
で
要

請
し
た
件
に
関
し
〕
ラ
イ
ヒ
大
臣
ヘ
ス
氏
は
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
私
宛
に
回
答
を
寄
せ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
彼
は
、
今
回
の
出
来
事
を

指
導
者
に
報
告
し
、
彼
と
の
合
意
に
基
づ
き
、
刑
法
典
に
関
す
る
今
後
の
審
議
の
た
め
に
弁
護
士
兼
公
証
人
ゴ
ル
ツ
氏
を
党
の
代
表
者
に
任

（級
）

命
し
た
。
彼
は
ゴ
ル
ツ
氏
と
の
協
議
を
私
に
求
め
、
そ
の
結
果
、
本
日
こ
こ
に
ゴ
ル
ツ
氏
が
出
席
す
る
運
び
と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
。」

〓
一　
刑
法
典
草
案
の
審
議
と
そ
の
結
末

刑
法
改
革
を
め
ぐ
る
主
導
権
争
い
が
、
結
局
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
と
え
、
そ
れ
が

「ピ
ュ
ロ

ス
の
脱
馘
」
で
あ
つ
た
と
し
て
も
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
自
身
も
ま
た
、
刑
法
委
員
会
の
活
動
が
ほ
ぼ
終
了
し
た

一
九
二
六
年
秋
、
自
ら
敗
北

宣
言
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
年
の
ド
イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
の
年
次
大
会
の
際
、
記
者
会
見
に
応
じ
た
彼
は
、
「刑
法
改
革
は
ア
カ
デ
ミ
ー
の
所

掌
事
項
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、
概
略
次
の
よ
う
な
答
え
を
返
し
た
と
さ
れ
る
。
即
ち
、
「
ラ
イ
ヒ
大
臣
が
委
員
長
を
つ
と
め
る
刑
法
委
員
会

指
導
者
―
国
家
Ｔ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
一
七



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
一
八

が
、
指
導
者
か
ら
の
特
別
の
授
権
に
基
づ
き
、
ド
イ
ツ
刑
法
の
浄
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
委
員
会
は
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
会
議
を
重
ね
、

草
案
の
完
成
も
間
近
な
状
況
に
あ
る
。
刑
法
の
対
象
に
か
か
わ
る
世
界
観
的
問
題
の
解
明
に
関
し
て
は
、
党
法
制
局
も
ま
た
個
々
の
問
題
に

つ
き
検
討
を
加
え
、
そ
の
成
果
は
刑
法
委
員
会
の
議
論
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
〔私
の
管
轄
下
に
あ
る
〕諸
委
員
会
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る

が
、
刑
法
委
員
会
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
協
力
を
惜
し
ま
ず
、
ま
た
様
々
な
援
助
を
与
え
て
き
た
。
…
…
刑
法
委
員
会
が
、
ラ
イ
ヒ
大
臣

ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
博
士
の
指
導
の
下
に
、
ド
イ
ツ
民
族
に
対
し
ナ
チ
ス
刑
法
を
付
与
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
よ
う
、
希
望
し
て
ほ
型
ピ

一
九
二
六
年

一
二
月

一
日
に
開
か
れ
た
閣
議
に
お
い
て
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
臨
席
の
下
、　
ヘ
ス
や
フ
ラ
ン
ク
も
出
席
す
る

中
、
各
閣
僚
に
対
し
近
日
中
に
新
た
な
刑
法
典
の
草
案
を
理
由
書
と
と
も
に
送
付
す
る
ｔ
と
を
報
告
、
合
わ
せ
て
、
コ
新
刑
法
典
〕
の
公
布

が

一
九
二
七
年

一
月
二
〇
日
に
実
現
さ
れ
る
べ
く
、
そ
れ
ま
で
の
間
に

〔草
案
に
関
す
る
〕
意
見
が
あ
れ
ば
適
宜
申
し
述
べ
る
よ
う
」
に
と

の
要
請
を
行
っ（型
。
さ
つ
そ
く
ヽ
翌
二
日
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
以
下
の
書
状
を
添
付
し
た
上
で
、
草
案
を
ラ
イ
ヒ
官
房
長
官
宛
て
に
送
付

し
、
各
大
臣
へ
の
配
布
方
を
依
頼
し
た
。
即
ち
、
「指
導
者
兼
ラ
イ
ヒ
首
相
の
希
望
に
基
づ
き
、
ド
イ
ツ
刑
法
典
は

一
九
二
七
年

一
月
二
〇
日

に
公
布
さ
れ
る
手
筈
と
な
っ
た
。
そ
れ
故
、
私
は
、
草
案
を
こ
の
日
の
直
近
に
開
か
れ
る
閣
議
の
議
題
に
挙
げ
、　
一
九
二
三
年
二
月
二
四
日

の
民
族
及
び
ラ
イ
ヒ
の
困
難
除
去
の
た
め
の
法
律
に
基
づ
い
て
議
決
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
（型
」
と
。
当
初
書
状
に
あ
っ
た
「指

導
者
兼
ラ
イ
ヒ
首
相
の
命
令
及
び

一
二
月

一
日
の
閣
議
の
決
定
に
基
づ
き
」
と
の
文
言
が
、
最
終
的
に
上
記
の
と
お
り

「指
導
者
兼
ラ
イ
ヒ

首
相
の
希
望
…
…
…
」
に
書
き
改
め
ら
れ
た
も
の（肉

、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
点
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
先
の
閣
議
で
ヒ
ト
ラ
ー
が
異
を

唱
え
ず
、
ま
た
ヘ
ス
や
フ
ラ
ン
ク
も
口
を
挟
ま
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
方
の
了
解
が
得
ら
れ
た
と
し
、
次
回
閣
議
で
の
順
調
な
議
決
を
想

定
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
（型
。
ま
た
ヽ
草
案
に
対
す
る
党
や
国
家
か
ら
の
修
整
要
求
に
関
し
て
も
、
先
の
書
状
は
、
「指
導
者
代
理
は
、

法
案
の
作
成
に
関
し
、
彼
の
代
理
を
通
し
て
刑
法
委
員
会
の
活
動
に
常
に
関
与
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
〔刑
法
委
員
会
は
〕
そ
の

他
の
国
家
機
関
と
も
絶
え
ず
協
議
を
重
ね
て
き
た
」
と
し
て
、
「次
回
の
閣
議
ま
で
の
間
に
、
ラ
イ
ヒ
法
務
省
の
専
門
官
（Ｌ
・シ
ェ
ー
フ
ア
ー
、



（馴
）

リ
ー
チ
ュ
、
グ
ラ
ウ
、
Ｋ

・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
、
ド
ナ
ー
ニ
ー
）
と
の
協
議
に
よ
り
適
切
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
の
見
通
し
を
明

ら
か
に
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
審
議
の
過
程
に
お
い
て
、
党
及
び
国
家
の
意
見
、
要
求
等
は
十
分
に
草
案
に
反
映
さ
れ
、
今
後

は
簡
単
な
微
調
整
で
十
分
で
あ
っ
た
、
と
い
う
わ
け
だ
。
さ
ら
に
、
四
日
に
は
、
各
大
臣
宛
て
に
文
書
を
送
付
し
、
窓
口
と
な
る
五
人
の
専

門
官
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
草
案
の
条
項
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
合
わ
せ
て
、
迅
速
な
協
議
の
た
め
に
、
「文
書
の
交
換
を
で
き
る
限
り
避

（翻
）

け
、
回
頭
又
は
電
話
に
よ
っ
て
行
う
」
よ
う
に
と
の
要
請
を
行
っ
た
。

こ
の
間
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
刑
法
典
の
成
立
に
備
え
た
も
う

一
つ
の
手
を
打
っ
て
い
る
。
先
の
二
日
付
の
文
書
に
刑
法
典
草
案
と
並
ん
で

添
付
さ
れ
て
い
た
法
案
１
１
『ド
イ
ツ
刑
法
典
の
施
行
に
関
す
る
法
律
案
』
―
―
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
法
律
は
、
コ

九
二
七
年

一
月
二
〇
日

の
ド
イ
ツ
刑
法
典
の
施
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
ヒ
法
務
大
臣
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。」
と
の
一
カ
条
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
立
法

理
由
と
し
て
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
新
刑
法
典
の
精
神
と
内
容
の
理
解
の
た
め
の
十
分
な
時
間
の
用
意
の
必
要
性
、
及
び
関
連
法
で
あ
る
刑

事
訴
訟
法
、
刑
事
執
行
法
等
の
未
整
備
を
挙
げ
、
そ
の
た
め
、
「現
耐
鵠
で
は
、
刑
法
典
の
施
行
の
期
日
を
特
定
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
の
決
定
を

じ

ラ
イ
ヒ
法
務
大
臣
に
委
ね
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
」
と
結
論
し
て
い
た
。

一
日
の
閣
議
で
約
束
さ
れ
な
が
ら
、
完
成
が
遅
れ
た
た
め
、
結
局
二
日
の
草
案
の
発
送
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
立
法
理
由
書
は
よ
う
や
く

一
六
日
付
で
各
大
臣
宛
て
に
送
付
さ（型

、
次
回
の
閣
議
で
の
決
着

へ
の
準
備
が
整

っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
事
態
の
進
展
は
、
一
月
二
〇
日

の
公
布
を
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
ギ

ュ
ル
ト
ナ
ー
の
ま
っ
た
く
予
想
も
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
最
初
の
攻
撃
は
、
こ

こ
で
も
や
は
り
、
フ
ラ
ン
ク
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。
〓

一月

一
七
日
付
で
ギ

ュ
ル
ト
ナ
ー
が
受
け
取

っ
た
書
簡
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「ド

イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
今
回
、
刑
法
委
員
会
の
草
案
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、　
一
九
二
六
年

一
〇
月

一
三
日
の
指
導
者
兼
ラ
イ
ヒ

首
相
の
回
状
に
基
づ
き
、
こ
の
草
案
に
対
す
る
態
度
決
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
私
は
、　
一
九
二
七
年

一
月

一
二
日
に
開
催
す

る
ド
イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
の
拡
大
刑
法
委
員
会
に
あ
な
た
を
招
請
す
る
も
の
で
な
型
」
と
。
フ
ラ
ン
ク
が
引
き
合
い
に
出
し
た
回
状
は
、
既

指
導
煮

国
家
Ｔ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
九



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
一〇

に
紹
介
し
た
と
お（咆

、
法
案
作
成
段
階
で
の
ド
イ
ツ
法
ア
カ
デ
ミ
ー
の
関
与
の
保
障
を
目
的
に
、
管
轄
大
臣
に
対
し
「そ
の
こ
と
が
適
当
と

判
断
さ
れ
る
」
こ
と
を
条
件
に
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
の
意
見
聴
取
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ク
は
今
回
こ

れ
を
根
拠
に
管
轄
大
臣
で
あ
る
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
を
協
議
の
場
に
引
き
出
そ
う
と
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
二

一
日
付
で
、
「私
は
、
ラ
イ
ヒ
内
閣
の
外
で
行
わ
れ
る
法
案
に
関
す
る
協
議
に
参
加
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
は
考
え
な
い
。
招
集
の
根
拠

と
の
』
猜
科
疇
喘
聰
「
ィ
ヒ
首
相
の
回
状
は
、
私
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
既
に
閣
議
に
提
出
さ
れ
た
法
案
に
は
適
用
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」

フ
ラ
ン
ク
の
妨
害
行
為
に
対
し
て
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
事
の
顛
末
を
報
告
し
た
ヘ
ス
宛
て
の
書
簡
の
中
で
も
、
「回
状
は
、
閣
議
に
法
案

が
提
出
さ
れ
る
以
前
の
立
法
段
階
だ
け
を
想
定
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
の

（
見
弊
を
繰
り
返
し
、
さ
ら
に
、
今
後
は

コ
フ
ラ
ン
ク
は
〕
た
だ
ラ

イ
ヒ
大
臣
の
立
場
か
ら
の
み
法
案
に
対
し
意
見
を
申
し
立
て
う
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
て
、
こ
れ
を

一
蹴
し
た
も
の
の
、
翌
三
二
日
付
で
ラ

イ
ヒ
官
房
長
官
か
ら
受
け
取
っ
た
書
簡
は
、
フ
ラ
ン
ク
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
彼
に
と
っ
て
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が

い
な
い
。
「指
導
者
兼
ラ
イ
ヒ
首
相
は
」
と
ラ
ン
マ
ー
ス
は
い
う
。
「そ
の
後
の
検
討
の
結
果
、
以
下
の
確
信
に
至
っ
た
。
即
ち
、　
一
九
二
七

年

一
月
二
〇
日
は
、
新
し
い
ド
イ
ツ
刑
法
典
を
公
布
す
る
上
で
、
適
当
な
日
付
と
は
い
え
な
い
、
と
。
指
導
者
兼
ラ
イ
ヒ
首
相
は
、
さ
ら
に
、

法
案
に
つ
い
て
の
詳
細
な
予
備
的
審
議
が
不
可
欠
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
ラ
イ
ヒ
閣
議
に
お
け
る
審
議
を
そ
の
時
ま
で
に
終
え
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
の
考
え
に
至
っ
て
は
型
ピ
　
翌
二
三
日
付
の
ヘ
ス
か
ら
の
書
簡
も
ま
た
こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
に
十
分
な
も

の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「最
近
草
案
に
関
す
る
説
明
を
受
け
た
が
、
私
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
大
臣
か
ら
も
多
く
の
提
案
と
修
整
希
望
が

提
出
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、　
一
九
三
七
年

一
月
二
〇
日
に
向
け
て
議
決
が
可
能
か
は
疑
間
で
あ
る
。
さ
ら
に
加
え
て
、
刑

法
改
革
に
関
す
る
第
二
の
重
要
な
法
律
で
あ
る
刑
事
訴
訟
法
が
完
成
し
て
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
二
つ
の
法
律
の
も
つ
緊
密

な
関
係
か
ら
見
て
、
刑
法
典
を
今
た
だ
ち
に
議
決
に
よ
り
確
定
し
て
し
ま
う
こ
と
は
得
策
と
は
い
え
な
い
。
閣
議
に
お
い
て
、
先
ず
第

一
読



会
を
行
い
、
そ
こ
で
は
、
関
連
す
る
法
律
案
の
作
成
が
順
調
に
進
展
す
る
ま
で
、
修
整
を
前
提
と
し
た
基
本
的
な
合
意
に
留
め
、
そ
の
後
、

（５００
）

第
二
読
会
に
お
い
て
最
終
的
な
決
定
を
行
う
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。」

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
一
九
二
七
年

一
月
二
六
日
に
開
か
れ
た
閣
議
に
お
い
て
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
が
、
た
だ
、
「刑
法
典
草
案
を
で
き
る
限

り
早
期
に
議
決
す
る
よ
う
」
に
と
の
希
望
を
語
り
、
「
こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
可
能
な

一
切
の
事
柄
を
行
う
用
意
が
あ
る
」
と
の
決
意

を
表
明
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
も
ま
た
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
閣
議
で
は
、
カ
ー
ル
が
「背
反
的
噂
の
流
布
」

の
罪
―
―
「外
国
に
お
い
て
真
実
の
事
柄
を
流
布
し
た
者
は
、
そ
の
事
柄
が
ド
イ
ツ
ラ
イ
ヒ
又
は
ラ
イ
ヒ
政
府
の
威
信
を
棄
損
す
る
も
の
で
あ

る
場
合
、
…
…
処
罰
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。」―
―
に
関
す
る
緊
急
の
特
別
立
法
の
必
要
性
を
訴
え
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、

か
か
る
条
項
も
ま
た
刑
法
典
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
個
別
の
事
柄
を
対
象
と
す
る
先
行
的
な
特
別
立
法
を
拒
否
。
結
局
、
閣
議
は
、

「既
に
開
始
さ
れ
た
ラ
イ
ヒ
内
閣
に
よ
る
個
々
の
章
に
関
す
る
審
議
の
後
に
、
刑
法
典
草
案
を
で
き
る
限
り
早
期
に
議
決
す
べ
き
」
こ
と
を

（５０‐
）

「合
意
」
し
て
終
了
し
た
。

（肥
）

翌
日
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
と
フ
ラ
ン
ク
の
会
談
が
ラ
ン
マ
ー
ス
を
交
え
て
彼
の
屋
敷
内
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
、
フ
ラ
ン
ク
が
、
「
ヘ
ス
は
刑

法
に
関
す
る
党
内
の
監
督
責
任
を
彼
に
委
譲
し
、
ま
た
ヘ
ス
の
省
が
有
す
る
刑
法
典
に
関
す
る
一
切
の
文
書
を
譲
り
受
け
た
」
と
主
張
し
た

（５０３
）

の
に
対
し
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
「私
は
ヘ
ス
か
ら
こ
の
件
に
つ
き
今
ま
で
何
ら
の
報
告
も
受
け
て
い
な
い
」
と
の
回
答
を
返
し
た
。
翌
二
八

日
、
指
導
者
代
理
機
関
の
刑
法
課
長
ゾ
ン
マ
ー
か
ら
、
党
ラ
イ
ヒ
法
制
局
法
政
策
部
長
バ
ル
ト
よ
り
刑
法
典
の
編
纂
に
参
加
す
る
に
は
及
ば

な
い
と
の
連
絡
を
受
け
た
こ
と
を
電
話
で
知
ら
さ
れ
た
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
前
日
の
会
談
の
件
と
合
わ
せ
て
、
即
日
ヘ
ス
と
電
話
で
話
し
合

い
を
も
ち
、
そ
の
結
果
を
自
ら
の
ノ
ー
ト
に
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
「私
は
フ
ラ
ン
ク
か
ら
の
報
告
を
ヘ
ス
に
語
っ
た
と
こ
ろ
、
彼
は

そ
う
し
た
事
実
は
な
い
と
し
た
。
ま
た
、
刑
法
典
の
協
議
に
際
し
党
を
代
表
す
る
唯

一
の
立
場
に
あ
る
者
は
ヘ
ス
で
あ
り
、
彼
以
外
に
は
存

在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
私
が
、
ラ
イ
ヒ
大
臣
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
の
立
場
が
ヘ
ス
を
拘
束
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
質
問
し
た
の
に
対
し

指
導
市

国
家
Ｔ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
一
一



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
〓
一

て
、
彼
の
回
答
は
、
そ
れ
は
何
ら
問
題
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ヘ
ス
は
以
下
の
点
を
確
認
し
た
。
フ
ラ
ン
ク
の
任

務
は
、
刑
法
典
に
関
し
て
党
機
関
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
提
案
を
単
に
集
約
し
、
ヘ
ス
に
報
告
す
る
こ
と
で
し
か
な
い
、
ま
た
、
刑
法
典
に
関
す

る
書
類
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ク
が
そ
れ
を
要
求
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
彼
に
渡
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
。」
こ
の
後
、
ギ
ュ
ル
ト

ナ
ー
が
今
後
の
党
へ
の
対
応
に
つ
い
て
以
下
の
説
明
を
行
い
、
ヘ
ス
は
そ
れ
を
了
解
し
た
と
い
う
。
「
フ
ラ
ン
ク
の
刑
法
典
草
案
に
関
す
る
立

場
は
他
の
閣
僚
の
そ
れ
と
何
ら
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
こ
れ
ま
で
通
り
指
導
者
代
理
で
あ
る
あ
な
た
を
草
案
に
対
す

る
党
の
唯

一
の
代
表
者
と
み
な
す
も
の
で
あ
（型
ピ

閣
議
か
ら
四
日
後
の
一
月
二
〇
日
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
恒
例
と
な
っ
た
国
会
演
説
の
中
で
、
進
行
中
の
刑
法
改
革
の
動
き
に
触
れ
、
そ
の
意

義
と
今
後
の
見
通
し
を
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
た
。
「民
族
を
保
全
し
、
そ
の
安
全
を
、
反
社
会
的
分
肢
、
つ
ま
り
は
共
同
体
の
義
務
を
免

れ
ん
と
し
、
ま
た
共
同
体
の
利
益
を
侵
害
す
る
あ
の
卑
劣
な
連
中
か
ら
保
護
す
る
こ
と
が
司
法
の
果
た
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ド

イ
ツ
の
法
生
活
に
お
い
て
も
、
今
後
、
民
族
が
個
人
の
上
に
立
つ
。
以
上
の
簡
単
な
確
認
か
ら
出
発
し
て
、
現
在
、
も
っ
と
も
偉
大
な
改
革

が
進
行
中
で
あ
り
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

〔立
法
〕
措
置
は
い

ま
だ
完
成
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
数
週
間
の
内
に
国
民
に
対
し
公
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
司
法
は
、
新
た
な
ド
イ
ツ
刑
法

典
の
中
に
、
彼
ら
が
使
命
と
す
る
ド
イ
ツ
民
族
の
保
護
の
た
め
の
根
拠
を
見
い
出
す
で
あ
ろ（型
ピ

「数
週
間
の
内
に
」
と
の
ヒ
ト
ラ
ー
の
言

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
草
案
に
関
す
る
本
格
的
審
議
が
始
ま
っ
た
の
は
よ
う
や
く
当
初
予
定
の
二
月
二（型
か
ら
さ
ら
に
一
週
間
遅
れ
の
二
月
九

日
の
閣
議
か
ら
で
あ
っ

（た岬

」
の
間
、
各
大
臣
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
修
整
要
求
に
対
す
る
検
討
を
目
的
に
、
二
月
四
日
か
ら
一
三
日
に
か
け

な
い
な
Ⅷ
』
時
な
能
凸
Ⅷ
榔
』
』
ｒ
草 ュ
案 ノレ
い
絆
囲
れ
〓
臓
¨
疇
喘
嚇
中
い
い
¨
一
け
け
一
時
っ
』
鶴
た
に
に
』
け
い
】
れ
審 一
詢
嘲
動
は
い
な

め
に
」
ラ
イ
ヒ
官
房
長
官
宛
て
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
各
大
臣
へ
（



二
月
九
日
の
閣
議
が
審
議
の
対
象
と
し
た
の
は
、
事
前
に
送
付
さ
れ
た
新
版
の
内
、
前
文
及
び
第

一
部
総
則
編

（第

一
条
～
第
八
八
条
）

で
あ
っ
た
。
冒
頭
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
草
案
に
関
す
る
基
本
的
な
解
説
を
行
っ
た
後
、
さ
ら
に
、
草
案
の
特
徴
を
成
す
二
つ
の
柱
と
し
て
、

「大
逆
犯
及
び
背
反
犯
」、
「常
習
犯
罪
者
及
び
職
業
犯
罪
者
」
に
対
す
る
「処
罰
の
強
化
」、
並
び
に
「裁
判
官
の
法
律
の
文
言
か
ら
の
解
放
」

を
挙
げ
た
。
最
後
の
「法
律
か
ら
の
解
放
」
に
つ
い
て
は
、
「判
決
の
柔
軟
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
」
と
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、

指
導
者
兼
ラ
イ
ヒ
首
相
が
唯

一
絶
対
の
立
法
者
で
あ
っ
た
以
上
、
こ
れ
が
裁
判
官
に
よ
る
自
由
な
法
の
創
造
を
認
め
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
件
に
関
連
し
て
発
言
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
が
、
最
近
ボ
ン
で
発
生
し
た
誘
拐
事
件
を
取
り
上
げ
、
「た
と
え
法
律
の

定
め
る
刑
罰
の
枠
が
無
視
さ
れ
る
結
果
に
な
ろ
う
と
、
状
況
に
よ
り
刑
罰
を
強
化
し
、
あ
る
い
は
軽
減
す
る
こ
と
の
必
要
性
」
に
つ
い
て
言

及
し
た
の
に
対
し
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
「既
に
今
日
す
べ
て
の
犯
罪
に
わ
た
っ
て
刑
罰
の
枠
は
広
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
関
し
草

（５‐０
）

案
の
内
容
を
変
更
す
る
必
要
は
な
い
」
と
の
回
答
を
返
し
た
。

こ
の
後
行
わ
れ
た
各
条
項
を
対
象
と
し
た
読
会
は
、
い
き
な
り

「前
文
」
に
対
す
る
ヒ
ト
ラ
ー
の
異
議
申
立
て
か
ら
始
ま
っ
た
。
ち
な
み

に
、
前
文
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「ド
イ
ツ
刑
法
は
ナ
チ
ズ
ム
の
基
本
的
観
念
に
よ
り
貫
徹
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
確
信
に
基
づ
き
、

ラ
イ
ヒ
政
府
は
こ
の
法
律
を
議
決
し
、
ド
イ
ツ
民
族
に
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
法
及
び
不
法
に
関
す
る
民
族
の
健
全
な
感
情
が
刑
法
の
内

容
及
び
そ
の
適
用
を
規
定
す
る
。
不
法
に
対
す
る
贖
罪
、
民
族
の
保
護
、
共
同
体
意
思
の
確
立
が
刑
法
の
意
義
で
あ
り
、
目
的
で
あ
る
。
名

誉
と
忠
誠
、
人
種
と
遺
伝
素
質
、
国
防
力
と
労
働
力
、
育
種
と
規
律
を
保
護
す
る
こ
と
が
刑
法
の
課
題
で
あ
る
。
『公
益
が
私
益
に
優
先
す
る
』

と
の
原
則
が
刑
法
の
特
徴
を
刻
印
す
る
。
以
上
の
精
神
に
基
づ
き
法
律
が
作
ら
れ
た
。
法
の
宣
告
は
こ
の
精
神
に
基
づ
き
職
業
的
裁
判
官
に

（５‐‐
）

よ
り
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
正
義
の
守
護
者
と
し
て
ド
イ
ツ
民
族
に
奉
仕
す
る
。
」
こ
の
内
、
冒
頭
部
分
に
関
し
、
ヒ
ト
ラ
ー

は
、
「ナ
チ
ズ
ム
の
世
界
観
は
い
ま
だ
完
全
に
実
現
さ
れ
て
は
い
な
い
。
一
切
の
法
律
は
、
民
族
と
国
家
が
今
こ
の
瞬
間
に
置
か
れ
て
い
る
状

況
に
適
合
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
し
か
な
い
」
と
の
理
由
を
挙
げ
、
「第

一
文
に
同
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
の
結
論
を
下
し
た
。
つ
ま

指
導
市

国
家
Ｉ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
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一四

り
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
頭
の
中
で
は
、
当
該
草
案
が
た
と
え
制
定
、
公
布
さ
れ
よ
う
と
、
そ
れ
は
決
し
て
ナ
チ
ス
刑
法
の
完
成
版
で
は
な
く
、
所

詮
は
暫
定
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
（型
。
長
い
意
見
交
換
の
後
、
冒
頭
部
分
を
次
の
よ
う
に
書
き
改
め
る
こ
と
で
決
着
し
た
。

「ド
イ
ツ
刑
法
は
ド
イ
ツ
民
族
の
保
全
及
び
ナ
テ
ス
国
家
の
安
全
に
奉
仕
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
、
ラ
イ
ヒ
政
府
は
以
下
の

法
律
を
議
決
し
、
ド
イ
ツ
民
族
に
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
さ
ら
に
、
第
二
文
以
下
に
つ
い
て
も
、
文
言
の
順
番
を
組
み
替
え
、
「民
族
の

保
護
」
を

「不
法
に
対
す
る
贖
罪
」
の
、
ま
た
、
「人
種
と
遺
伝
素
質
」
を

「忠
誠
と
名
誉
」
の
、
そ
れ
ぞ
れ
前
に
置
く
こ
と
で
合
意
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
修
整
も
ヒ
ト
ラ
ー
の

「明
白
な
希
望
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
の
各
条
項
に
関
す
る
読
会
に
よ
り
、
「公
職
に
あ
る
者
」

に
法
律
が
定
め
る
国
防
軍
構
成
員
や
労
働
奉
仕
団
員
、
弁
護
士
、
医
師
、
薬
剤
師
等
の
他
に
「党
及
び
下
部
組
織
の
職
員
」
を
含
む
こ
と
（第

二
五
条
）
の
合
意
が
得
ら
れ
た
他
、
「自
己
喪
失
的
酪
配
」
を
単
に
責
任
軽
減
理
由
と
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
よ
り
積
極
的
に
加
重
理
由
と
す

る
こ
と

（第
二
二
条
）、
「斬
首
」
以
外
の
死
刑
執
行
方
法
の
採
用
の
余
地
を
ラ
イ
ヒ
法
務
大
臣
に
付
与
す
る
こ
と

（第
二
五
条
）
等
の
若
干

の
追
加
・修
整
を
行
っ
た
上
で
、
こ
の
日
の
閣
議
は
第
八
八
条
ま
で
の
審
議
を
終
了
し
た
。
た
だ
し
、
審
議
結
果
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
、

今
後
、
個
々
の
条
項
の
文
章
表
現
に
つ
き
、
各
大
臣
か
ら
の
提
案
を
基
に
ラ
イ
ヒ
法
務
大
臣
と
の
合
意
に
よ
り
修
整
を
行
う
余
地
を
残
す
こ

と
で
決
着
し
（別
。

五
月

一
一
日
の
閣
議
は
、
そ
れ
ま
で
に
関
係
大
臣
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
修
整
要
求
等
に
基
づ
き
ラ
イ
ヒ
法
務
省
に
よ
り

一
部
修
整
、
追
加

を
施
さ
れ
た
経
Ｒ
を
基
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
議
長
の
下
、
第
二
部
各
則
編
第

一
編

「民
族
の
保
護
」
第

一
章

「民
族
に
対
す
る
裏
切
」
か

ら
審
議
に
入
っ
た
。
大
逆
罪
及
び
背
反
罪
に
関
す
る
基
本
的
見
解
と
し
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
、
「民
族
は
、
大
逆
罪
及
び
背
反
罪
が
通
常
死
刑
で

も
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
も
っ
と
も
重
大
な
犯
罪
と
み
な
す
よ
う
教
育
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
に
ゲ
ッ
ベ
ル
ス

が
強
い
支
持
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に

「大
逆
罪
及
び
背
反
罪
は
と
り
わ
け
心
情
犯
罪
で
あ
る
」
と
の
見
解
を
加
え
た
。
こ
れ
ら
の

見
解
を
審
議
の
出
発
点
と
し
て
、
刑
罰
の
加
重
を
中
心
に
、
各
条
項
の
修
整
が
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
。
即
ち
、
死
刑
と
と
も
に
名
誉
喪



失
刑
を
規
定
す
る
ラ
イ
ヒ
高
権
に
対
す
る
大
逆
罪

（第
八
九
条
）
等
の
す
べ
て
の
条
項
に
つ
き
、
こ
れ
を
死
刑
に
先
置
す
る
こ
と
、
大
逆
罪

の
勧
誘

（第
九
二
条
）
及
び
予
備

（第
九
二
条
）
に
対
す
る
刑
罰
を
死
刑
と
す
る
こ
と
、
背
反
罪
の
内
、
「行
為
が
ラ
イ
ヒ
の
福
利
に
と
っ
て

い
か
な
る
危
険
も
惹
起
し
え
な
か
っ
た
」
ケ
ー
ス
に
対
す
る
減
刑
措
置
に
関
す
る
規
定

（第

一
〇
〇
条
第
二
項
、
第

一
〇

一
条
第
二
項
等
）

を
削
除
す
る
こ
と
、
戦
時
に
お
け
る
敵
対
国
へ
の
武
器
に
よ
る
加
担
行
為
等

（第

一
一
〇
条
）
に
対
す
る
刑
罰
を
死
刑
と
す
る
こ
と
、
ラ
イ

ヒ
の
外
交
関
係
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
証
拠
の
隠
滅
等
の
行
為

（第

一
一
四
条
）
及
び
背
反
的
行
為
の
勧
誘

（第

一
一
八
条
）
に

対
す
る
刑
罰
を
名
誉
刑
及
び
死
刑
と
す
る
こ
と
等
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
、
ド
イ
ツ
民
族
の
生
存
根
拠
に
対
す
る
大
逆
罪
（第
九
〇
条
）

に
関
し
て
は
、
同
年

一
月
二
〇
日
の
国
会
演
説
に
お
い
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
「今
日
国
家
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
ド
イ
ツ
民
族
の
真
の
生
存
を
、

と 一
紳
詢
喘
凛
れ
〔
「
財
嗽
徴

ヽ 劫琳
（科
献
」
が
却
肺
卸
岬
諭
鼈
徴
脚
野
駒
の
基
本
法
へ
と
高
め
る
こ
と
が
、
将
来
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ（型
」

一法
益
を
当
初
の

「ド
イ
ツ
民
族
の
生
存
の
根
拠
」
か
ら

「ド
イ
ツ
ラ
イ

ヒ
の
ナ
チ
ス
的
憲
法
体
制
」
に
代
え
る
こ
と
に
つ
き
合
意
が
得
ら
れ
た
。
第
二
章
以
降
に
関
し
て
は
、
第
二
章

「ド
イ
ツ
民
族
の
名
誉
に
対

す
る
侵
害
」
の
内
、
指
導
者
兼
ラ
イ
ヒ
首
相
に
対
す
る
名
誉
棄
損
罪

（第

一
二
三
条
）
を

「指
導
者
兼
ラ
イ
ヒ
首
相
か
ら
の
強
い
希
望
に
基

づ
い
て
」
削
除
し
、
こ
れ
を
ド
イ
ツ
民
族
に
対
す
る
名
誉
棄
損
罪

（第

一
二
四
条
）
に
統
合
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
他
、
ラ
イ
ヒ
法
務
省

の
提
案
通
り
、
当
初
の
第

一
七
章

「投
票
の
保
護
」
（第
二
八
二
条
か
ら
第
二
八
六
条
）
を
第
二
章
ａ
と
し
て
、
同
じ
く
第

一
六
章

「外
交
関

沐

悔
一纂
盪

褥

夢
魏

笏

巽

酉

　

蟄
体…

に
あ
た
る
第
二

一
四
条
ま
で
の
条
項
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
審
議
の
結
果
、　
一
部
修
整
の
上
、
承
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、　
一
〇
月
六

日
に
、
ギ

ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
刑
法
改
革
の
継
続
に
関
す
る
話
し
合
い
を
持
ち
、
そ
の
際
、
沢
刑
法
典
編
纂
〕
作
業
の
最
大
限
の

促
進
」
の
約
束
を
取
り
付
け
、
自
ら
の
ノ
ー
ト
に

「刑
法
典
草
案
は
次
回
以
降
の
す
べ
て
の
閣
議
の
議
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
考
え
を

指
導
市

国
家
Ｔ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）

三
二
五
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書
き
記
し
、
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
に
草
案
の
修
整
作
業
を
促
し
た
も
の
の
、
こ
の
彼
の
目
論
見
は
、
結
果
と
し
て
、
完
全
な
見
込
み
外
れ
に
終
わ

る
こ
と
に
な
る
。
草
案
審
議
の
た
め
の
閣
議
は
こ
の
後
開
か
れ
た
一
二
月
九
日
の
閣
議
が
最
後
と
な
り
、
閣
議
そ
の
も
の
も
ま
た

一
九
二
八

年
二
月
五
日
を
境
に
開
か
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

最
後
の
閣
議
か
ら
ニ
カ
月
後
の
四
月
八
日
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
ウ
ィ
ー
ン
に
向
か
う
ヒ
ト
ラ
ー
と
リ
ン
ツ
で
草
案
の
今
後
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
翌
日
二
人
の
次
官
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
「指
導
者
は
、
イ
タ
リ
ア
旅
行
か
ら
帰
国
し
た
後
、

三
回
の
閣
議
を
連
続
し
て
開
き
、
そ
こ
で
刑
法
典
草
案
を
議
決
す
る
こ
と
を
約
束
し
（型
」
と
。
五
月

一
一
日
の
ヒ
ト
ラ
ー
の
帰
国
を
待
っ
て
、

ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
こ
の
件
に
関
し
、
翌
日
付
で
ラ
イ
ヒ
官
房
長
官
に
宛
て
以
下
の
書
簡
を
送
付
し
た
。
「草
案
を
議
決
し
、
た
だ
ち
に
公
布

す
る
こ
と
が
今
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
従
来
の
法
の
も
つ
欠
陥
は
、
過
渡
期
の
間
は
我
慢
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ま
す
ま

す
そ
れ
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
既
に
多
く
の
機
関
の
長
か
ら
は
、
私
の
も
と
に
、
草
案
の
一
部
の
条
項
だ
け
で
も
た
だ
ち
に

立
法
化
す
る
よ
う
に
と
の
要
請
が
届
い
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
併
合
は
わ
れ
わ
れ
に
草
案
の
早
急
な
議
決
を
迫
っ
て
い
る
。

形
式
的
に
は

一
八
五
二
年
の
制
定
に
な
る
も
の
の
、
さ
ら
に
一
七
八
七
年
、　
一
八
〇
三
年
に
ま
で
遡
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
典
と
ラ
イ
ヒ
刑

法
典
と
の
相
異
は
実
務
に
重
大
な
困
難
を
も
た
ら
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
国
防
軍
最
高
司
令
部
長
官
か
ら
も
、
軍
事
的
理
由
に

よ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ド
イ
ツ
の
現
行
の
軍
刑
法
の
統
合
の
た
め
に
国
防
軍
刑
法
典
草
案
の
早
急
な
議
決
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
、
こ
の

解
決
の
た
め
に
は
刑
法
典
の
制
定
が
前
提
と
な
る
こ
と
を
理
由
に
、
草
案
の
審
議
の
促
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
リ
ン
ツ
に
お
い
て
指
導
者

兼
ラ
イ
ヒ
首
相
と
の
間
で
も
っ
た
協
議
の
中
で
、
指
導
者
は
、
イ
タ
リ
ア
訪
間
か
ら
の
帰
国
後
、
草
案
の
議
決
の
た
め
に
三
回
の
閣
議
を
開

（５２３
）

く
こ
と
を
約
束
し
た
。」

こ
の
書
簡
を
受
け
た
ラ
ン
マ
ー
ス
は
、
六
月
二
日
付
で
各
大
臣
宛
て
に
、
「今
月
中
に
刑
法
典
草
案
の
最
終
決
定
の
た
め
の
閣
議
が
三
回
に

わ
た
っ
て
開
か
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
開
催
が
六
月
七
日
か
ら
一
五
日
の
間
に
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
今
月
中
旬
以
降
に
な
る
の
か
は
未



（５２４
）

定
で
あ
る
」
と
の
文
書
を
送
達
し
た
。
さ
ら
に
四
日
後
の
六
月
七
日
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
ラ
イ
ヒ
官
房
長
官
宛
て
に
、
「ド
イ
ツ
刑
法
典
の

草
案
の
更
な
る
審
議
の
準
備
の
た
め
に
」、
一
九
二
七
年

一
二
月
九
日
の
閣
議
に
お
け
る
審
議
結
果
の
他
、
各
大
臣
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
修
整
要

求
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
新
版
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、
各
大
臣
へ
の
配
布
方
を
依
頼
し（型
。
し
か
し
な
が
ら
、
七
月
に
入
っ
て
も
、
予
定

さ
れ
て
い
た
は
ず
の
閣
議
の
招
集
は
な
く
、
こ
う
し
た
事
態
を
前
に
し
て
、
ラ
イ
ヒ
官
房
と
ラ
イ
ヒ
法
務
省
の
間
で
新
た
な
議
決
方
法
の
採

用
が
検
討
さ
（型
、
そ
の
結
果
は
七
月
六
日
付
の
文
書
と
し
て
ラ
イ
ヒ
官
房
長
官
か
ら
各
大
臣
宛
て
に
送
ら
れ
た
。
「六
月
二
日
の
文
書
で
連
絡

し
た
閣
議
の
開
催
は
、
こ
の
間
指
導
者
兼
ラ
イ
ヒ
首
相
が
他
の
事
柄
に
忙
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、
不
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

草
案
の
議
決
の
必
要
性
が
切
迫
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
現
行
刑
法
の
欠
鋏
は
ま
す
ま
す
そ
れ
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
…
…
指
導
者
兼
ラ
イ
ヒ
首
相
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
前
に
、
草
案
の
議
決
の
促
進
の
た
め
に
、
ラ
イ
ヒ
法
務
大
臣
の
提
案
に
基
づ
き
、

以
下
の
審
議
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
を
私
に
対
し
委
任
し
た
。
①
草
案
の
第

一
条
か
ら
第
二
一
四
条
は
こ
れ
ま
で
の
閣
議
に
お
い
て
既
に
解

決
済
で
あ
る
。
②

一
九
二
八
年
六
月
七
日
付
で
送
達
し
た
草
案
の
第
二
一
五
条
か
ら
第
四
八
三
条
に
つ
い
て
は
、
各
大
臣
か
ら

一
九
二
八
年

八
月
二

一
日
ま
で
に
修
整
提
案
が
私
の
も
と
に
提
出
さ
れ
な
い
限
り
、
承
認
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
と
す
（型
ピ

ラ
イ
ヒ
内
務
大
臣
を
中
に
コ
、
ラ
イ
ヒ
経
済
大
（脚

、
ラ
イ
ヒ
宣
伝
啓
蒙
た
麒
じ
　
指
導
者
急
型
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
修
整
提
案
に
対
し
、

ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は

「文
書
に
よ
る
草
案
の
審
議
の
継
続
を
求
め
る
指
導
者
の
指
示
」
に
基
づ
い
て
関
係
大
臣
等
と
の
間
で
持
ち
回
り
の
協
議

（５３３
）

を
行
い
、
早
期
の
決
着
に
向
け
た
努
力
を
重
ね
た
も
の
の
、
丁
度
そ
の
最
中
、
党
の
側
か
ら
送
付
さ
れ
た
九
月
二
〇
日
付
の
二
通
の
書
簡
は

こ
う
し
た
彼
ら
の
努
力
に
対
し

「致
命
的
な
極
蟄
」
を
与
え
る
に
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
の
内
、
ヘ
ス
か
ら
ラ
イ
ヒ
官
房
長
官
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
は
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
刑
法
典
を
刑
事
執
行
法
等
の
関
連
法
律

に
先
行
し
て
議
決
す
る
こ
と
へ
の
疑
間
、
経
済
背
反
罪
や
名
誉
棄
損
罪
等
の
構
成
要
件
に
関
す
る
修
整
意
見
の
他
に
、
党
の
立
場
か
ら
法
典

編
纂
そ
の
も
の
に
対
し
決
定
的
な
疑
間
を
突
き
つ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「私
は
、
個
々
の
条
項
の
内
容
は
別
に
し
て
、
刑
法
典
に
内
在
す
る

指
導
市

国
家
■
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
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構
造
的
理
由
か
ら
、
法
典
の
議
決
に
は
反
対
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
指
導
者
は
、　
一
九
二
七
年

一
月
二
〇
日
の
国
会
演
説
に
お
い
て
、
刑
法
典

の
制
定
に
よ
り
司
法
は
は
じ
め
て
民
族
の
保
全
に
奉
仕
す
る
た
め
の
根
拠
を
手
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
語
っ
た
。
・…
・。そ
の
際
、
指
導
者
は
、

個
人
の
た
め
の
安
寧
と
秩
序
の
維
持
に
代
わ
っ
て
、
民
族
を
出
発
点
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
共
通
の
義
務
を
免
れ
、
共
通
の
利
益
を
害
せ
ん

と
す
る
連
中
か
ら
民
族
を
革
命
的
に
保
護
す
る
こ
と
を
刑
法
典
の
課
題
と
し
た
。
指
導
者
は
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
司
法
を
党
、
国
家
、

軍
隊
等
と
と
も
に
一
つ
の
戦
線
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
司
法
の
義
務
は
、
そ
れ
ら
と
協
働
し
て
民
族
の
保
全
に
つ
と
め
る
こ
と
に
あ
る
。

司
法
は
、
か
か
る
反
社
会
的
人
物
に
対
す
る
戦
い
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
偉
大
な
仲
間
を
党
の
中
に
見
い
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。」
以
上
の
認

識
か
ら
出
発
し
、　
ヘ
ス
は
、
「草
案
の
欠
陥
は
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
一
切
の
配
慮
を
欠
く
こ
と
に
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
さ
ら
に
、
党
指
導

部
が
刑
法
典
編
纂
に
反
対
す
る
根
本
的
理
由
を
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
た
。
「党
は
、自
ら
に
課
せ
ら
れ
た
教
育
課
題
を
実
現
す
る
た
め
に
、

個
々
の
民
族
同
胞
の
内
面
に
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
を
常
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
法
益
の
侵
害
に
ま
で
至
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

‥
…
ム
し
か
し
な
が
ら
、
〕
自
ら
の
義
務
の
履
行
の
た
め
に
個
人
の
法
益
を
侵
害
す
る
者
を
訴
追
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
ま
っ
た
く
逆
に
、
草
案
は
、
そ
の
他
の
今
日
の
法
律
と
同
様
、
個
人
に
対
し
、
彼
ら
が
党
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
武
器
を
提
供
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
…
…
今
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
法
律
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
関
係
の
あ
り
様
で
あ
る
。
長
い
捜
査
や
審
理

の
挙
げ
旬
に
、
法
律
が
、
事
後
的
に
、
党
に
対
し
訴
訟
の
打
ち
切
り
や
無
罪
放
免
、
恩
赦
を
与
え
る
と
い
っ
た
こ
と
は
適
切
な
や
り
方
と
は

い
え
な
い
。
党
が
、
最
近
の
立
法
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
国
家
と
と
も
に
ラ
イ
ヒ
の
構
成
要
素
と
し
て
ラ
イ
ヒ
の
構
造
の
中
に
組
み

込
ま
れ
た
と
信
じ
て
間
違
い
な
い
以
上
、
そ
の
よ
う
に
結
論
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
…
…
党
の
任
務
は
社
会
的
観
点
か
ら
見
て
好

ま
し
か
ら
ぬ
日
常
生
活
の
諸
現
象
を
除
去
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
の
際
、
法
律
が
そ
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
命
じ
て
い
る
か
否
か
は
間
う

と
こ
ろ
で
は
な
い
。
党
の
活
動
範
囲
に
限
界
は
な
く
、
ま
た
党
が
個
人
の
裁
き
を
ど
の
よ
う
に
行
う
べ
き
か
も
予
め
定
め
ら
れ
う
る
も
の
で

は
な
い
。
…
…
そ
う
で
あ
る
以
上
、
党
の
任
務
の
遂
行
が
必
然
的
に
個
人
の
法
益
に
対
す
る
侵
害
を
伴
わ
ざ
る
を
え
な
い
所
で
は
法
益
の
保



護
に
も

一
定
の
制
限
が
置
か
れ
る
と
す
る
、
そ
う
し
た
一
般
的
規
則
が
と
っ
く
の
音
に
作
ら
れ
て
い
た
と
し
て
、
何
ら
不
思
議
は
な
い
と
考

え
る
。」
ヘ
ス
の
主
張
が
、
党
及
び
そ
の
機
関
を
新
た
な
刑
法
典
か
ら
解
放
し
、
こ
の
際

一
挙
に
、
政
権
掌
握
以
降
常
に
問
題
と
さ
れ
て
き
た

党
の
活
動
と
刑
事
司
法
、
さ
ら
に
は
党
と
国
家
の
関
係
そ
の
も
の
を
解
決
せ
ん
と
す
る
意
図
に
出
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
（型
。

「党
の
活
動
が
」
と
ヘ
ス
は
続
け
る
。
「訴
追
機
関
に
よ
り
犯
罪
行
為
と
し
て
捜
査
の
対
象
と
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
態
を
で
き
る
だ
け
避
け
た

い
と
す
る
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
私
は
ラ
イ
ヒ
法
務
大
臣
に
対
し
以
下
の
提
案
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
即
ち
、
も
と
も

と
軽
微
な
事
件
の
訴
追
に
関
し
裁
量
権
を
有
す
る
訴
追
機
関
と
、
国
家
に
か
か
わ
る
重
大
事
件
に
関
し
審
理
の
打
ち
切
り
を
命
じ
る
権
能
を

有
す
る
指
導
者
と
の
間
に
一
つ
の
審
級
を
設
置
し
、
訴
追
を
放
棄
す
る
公
の
利
益
が
訴
追
を
行
う
こ
と
の
利
益
を
上
回
る
場
合
、
法
務
大
臣

が
指
導
者
代
理
と
の
合
意
に
基
づ
き
訴
追
そ
の
も
の
の
中
止
を
命
じ
る
、
と
い
っ
た
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。」書
簡
の
最
後
を
、
ヘ
ス
は
指
導

者
へ
の
仲
介
を
依
頼
す
る
言
葉
で
締
め
く
く
っ
た
。
「私
は
、
指
導
者
に
対
し
私
の
見
解
を
報
告
し
、
ま
た
必
要
な
場
合
に
は
提
案
の
補
充
説

明
を
行
う
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
場
合
で
あ
れ
、
私
は
指
導
者
に
先
ん
じ
て
事
を
決
し
よ

（５３６
）

う
と
す
る
考
え
は
な
い
。」

ヘ
ス
の
書
簡
と
同
じ
日
、
フ
ラ
ン
ク
も
ま
た
ラ
イ
ヒ
官
房
長
官
及
び
全
閣
僚
に
対
し
双
刑
法
典
〕草
案
全
体
に
対
す
る
私
の
基
本
的
見
解
」

を
「審
議
未
了
と
な
っ
て
い
る
第
二
八
七
条
か
ら
第
四
八
三
条
に
関
す
る
意
見
」
を
付
し
て
送
付
し
て
い
る
。
「ラ
イ
ヒ
法
務
大
臣
が
は
じ
め

て
刑
法
典
草
案
の
説
明
を
行
っ
た
際
、
既
に
、
私
は
、
ナ
チ
ズ
ム
の
法
改
革
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
か
か
る
領
域
を
最
終
的
に
法
典
化
す
る

機
が
熟
し
た
と
い
え
る
の
か
と
の
危
惧
を
抱
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
族
の
政
治
的
健
全
性
が
不
断
に
回
復
さ
れ
た
結
果
、
今
よ

う
や
く
、
い
く
つ
か
の
理
念
的
価
値
が
民
族
共
同
体
に
と
っ
て
有
す
る
意
義
が
十
全
な
形
で
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
日

な
お
、
ナ
チ
ス
国
家
が
そ
の
保
護
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
い
く
つ
か
の
基
本
的
価
値
に
関
し
、
そ
れ
ら
が
民
族
同
胞
に
よ
り
議
論

の
余
地
の
な
い
形
で
完
全
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
程
に
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
状
況
に
あ
る
。」
こ
の
よ
う
に
法
典
化
の
時
機
未
だ
熟

指
導
市

国
家
―――
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法
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さ
ず
と
し
，た
フ
ラ
ン
ク
は
、
草
案
自
体
の
中
に
見
ら
れ
る
、
構
成
要
件
の
不
適
切
な
分
割
や
無
用
の
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
不
適
切
な
法
文

表
現
、
法
典
全
体
の
構
成
・編
別
の
技
術
的
欠
陥
を
指
摘
し
、
個
々
の
条
項
の
も
つ
重
大
な
欠
陥
と
合
わ
せ
て
、
「
こ
う
し
た
法
律
が
実
際
適

用
さ
れ
た
場
合
、
不

一
致
や
不
正
義
、
さ
ら
に
は
望
ま
し
か
ら
ざ
る
政
治
的
影
響
を
も
た
ら
す
に
ち
が
い
な
い
」
と
断
じ
た
。
さ
ら
に
フ
ラ

ン
ク
は
、
こ
れ
ま
で
の
草
案
審
議
の
過
程
に
お
い
て
、
多
く
の
条
項
に
対
し
修
整
や
追
加
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
、
そ
の
結
果
、
草
案
は

ナ
チ
ズ
ム
の
世
界
観
に
依
拠
し
た
法
典
と
し
て
の

「統

一
性
」
を
喪
失
す
る
に
至
っ
た
と
し
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
持
ち
回
り
の
協
議
の
や

り
方
は
、
本
来
統

一
性
を
担
保
す
る
は
ず
の
指
導
者
兼
ラ
イ
ヒ
首
相
の
指
導
力
を
排
除
し
、
こ
う
し
た
統

一
性
の
回
復
を
阻
害
す
る
も
の
で

（５３７
）

し
か
な
い
、
と
結
論
す
る
。

か
か
る
党
側
の
動
き
に
対
応
す
べ
く
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
一
〇
月

一
八
日
付
の
書
簡
で
フ
ラ
ン
ク
に
対
し
、
コ
先
に
提
出
さ
れ
た
〕
草
案

の
編
成
及
び
個
々
の
構
成
要
件
に
関
す
る
修
整
提
案
に
つ
き
両
省
の
専
門
官
に
よ
る
協
議
を

一
一
月
二
日
に
ラ
イ
ヒ
法
務
省
内
で
行
う
」
こ

と
を
ほ
型
、
さ
ら
に
、
そ
の
二
日
後
、
ラ
イ
ヒ
官
房
長
官
宛
て
に
フ
ラ
ン
ク
に
対
す
る
反
論
を
し
た
た
め
た
書
簡
を
送
付
し
た
。
先
ず
、
「修

整
に
よ
っ
て
草
案
の
統

一
性
は
い
さ
さ
か
も
損
な
わ
れ
て
い
な
い
」
と
し
た
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
法
典
化
が
時
期
尚
早
で
あ
る
と
の
主
張
に

対
し
て
も
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。
「今
日
の
よ
う
な
変
化
の
時
代
が
包
括
的
な
法
典
化
に
と
っ
て
好
ま
し
い
時
代
で
な
い
こ
と
は
た
し
か
で

あ
れ
、
し
か
し
な
が
ら
、
自
由
主
義
の
時
代
に
作
ら
れ
た
古
い
法
律
を
ナ
チ
ズ
ム
の
そ
れ
に
よ
っ
て
置
き
換
え
る
こ
と
の
必
要
性
も
ま
た
否

定
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
ラ
イ
ヒ
の
成
立
か
ら
既
に
六
年
、
か
か
る
課
題
を
さ
ら
に
先
送
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
草
案

の
早
急
な
議
決
が
必
要
で
あ
り
、
指
導
者
か
ら
は
そ
の
た
め
の
技
術
的
手
段
が
与
え
ら
れ
て
い
る
」
と
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ク
か
ら
提
出
さ

れ
た
異
議
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
内

「未
だ
指
導
者
の
手
に
よ
り
解
決
さ
れ
て
い
な
い
」
条
項
に
つ
い
て
は
、
他
の
大
臣
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
修
整
提
案
と
同
様
、
「事
態
に
即
し
た
検
討
を
加
え
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ク
博
士
と
の
協
議
に
よ
っ
て
で
き
る
限
り
の
解
決

（５３９
）

を
は
か
る
」
と
し
、
そ
の
上
で
予
定
さ
れ
る
閣
議
で
の
最
終
審
議
に
臨
み
た
い
と
し
た
。



ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
が
提
案
し
た

一
一
月
二
日
の
協
議
に
関
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
は
一
〇
月
二
六
日
付
の
書
簡
で
、
「草
案
全
体
に
対
す
る
疑
念
が

存
在
す
る
」
こ
と
、
さ
ら
に

「指
導
者
代
理
も
ま
た
、
指
導
者
の
決
定
を
求
め
る
に
は
、
草
案
に
対
す
る
根
本
的
な
疑
念
が
あ
る
と
し
て
い

る
」
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
て
、
「今

〔個
々
の
構
成
要
件
を
対
象
に
〕
専
門
官
に
よ
る
協
議
を
行
う
こ
と
が
は
た
し
て
目
的
に
適
っ
た
こ
と
か

（脚
）

疑
間
が
あ
る
」
と
の
回
答
を
返
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
フ
ラ
ン
ク
が
ビ
ュ
ー
ラ
ー
を
通
じ
て

「専
門
官
に
よ
る
協
議
の
前
に
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー

と
の
直
接
の
会
談
を
行
う
こ
と
」
を
求
め
た
の
に
対
し
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
も
ま
た
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
を
通
じ
て

「提
案
を
了
解
し
た
。
会
談
の

（班
）

時
機
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
連
絡
す
る
。
た
だ
し
、
予
定
さ
れ
て
い
る
ヘ
ス
と
の
会
談
の
結
果
を
待
ち
た
い
」
と
の
回
答
を
送
付
さ
せ
た
。

（湖
）

指
導
者
代
理
機
関
と
の
意
見
の
調
整
に
関
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ク
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
か
ら
の
提
案
に
基
づ
き
、
専
門
官

（閲
）

に
よ
る
協
議
が
ラ
イ
ヒ
内
務
省
を
含
め
一
一
月
四
日
に
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
ラ
イ
ヒ
官
房
長
官
は
一
一
月

一
二
日
付
の
ヘ
ス
宛
て
の
書
簡
の

中
で
、
「九
月
二
〇
日
付
の
あ
な
た
の
書
簡
を
私
は
指
導
者
に
報
告
す
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
問
題
は
非
常
に
重

要
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
私
は
、
あ
な
た
と
ラ
イ
ヒ
法
務
大
臣
が
共
同
し
て
指
導
者
に
報
告

〔し
、
決
定
を
仰
ぐ

（脚
）

よ
う
〕
勧
め
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
考
え
を
示
し
、
ラ
イ
ヒ
法
務
大
臣
に
も
こ
の
写
し
を
送
付
し
て
い
る
。
両
者
の
協
議
の
実
現
は
こ
の
丁

度

一
カ
月
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
事
前
に
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
九
月
二
〇
日
の
ヘ
ス
の
書
簡
に
対
す
る
自
ら
の
見
解
を
文
書
に
ま
と
め
、

（閲
）

こ
れ
を

一
一
月
二
二
日
付
で
ラ
ン
マ
ー
ス
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
ヘ
ス
宛
て
に
も
そ
の
写
し
を
「あ
な
た
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
希
望
に
つ
き
、

（５４６
）

私
の
今
回
の
新
た
な
提
案
に
基
づ
い
て
、　
一
度
わ
れ
わ
れ
の
間
で
協
議
を
も
つ
こ
と
を
提
案
し
た
い
」
と
の
文
書
と
と
も
に
送

っ
て
い
る
。

「指
導
者
代
理
か
ら
提
案
さ
れ
た
諸
問
題
に
つ
き
、
指
導
者
の
決
定
が
必
要
で
あ
る
と
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
私
も
異
論
は
な
い
。
指
導

者
代
理
が
求
め
て
い
る

〔指
導
者

へ
の
〕
報
告
の
場
に
私
も
参
加
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
…
…
報
告
の
準
備
を
目
的
に
、
指
導
者
代
理
の

主
張
に
対
す
る
私
の
見
解
を
以
下
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。」
こ
の
よ
う
な
書
き
出
し
で
始
ま
る
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
の
一
一
月
二
二
日
付
文
書

は
、
九
月
二
〇
日
付
の
ヘ
ス
の
書
簡
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
逐

一
自
説
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
い
う
ま

指
導
章

国
家
■
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
二
一
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壬
一

で
も
な
く
、
党
と
刑
法
典
、
そ
し
て
刑
事
司
法
の
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
先
ず
、
「司
法
は
、
反
社
会
的
人
物
に
対
す
る
戦
い
に
お

い
て
、
も
っ
と
も
偉
大
な
仲
間
を
党
の
中
に
見
い
出
す
こ
と
と
な
っ
た
」
と
の
ヘ
ス
の
主
張
に
異
論
は
な
い
と
し
た
も
の
の
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー

は
、
「刑
法
典
草
案
が
党
に
制
約
を
課
し
、
そ
の
結
果
、
党
の
教
育
活
動
に
耐
え
が
た
い
妨
げ
と
な
る
と
い
う
指
摘
に
は
賛
成
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
し
、
さ
ら
に
、
「党
の
機
関
が
刑
法
命
令
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
何
ら
官
吏
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
断
じ
た
上

で
、
党
を
刑
法
、
刑
事
司
法
か
ら
解
放
す
る
考
え
の
な
い
こ
と
を
改
め
て
次
の
よ
う
に
確
認
し
た
。
「た
と
え
ば
、
管
区
指
導
者
が
有
害
と
み

な
し
た
民
族
同
胞
を
彼
の
確
信
に
基
づ
い
て
処
罰
す
る
権
能
と
い
っ
た
も
の
は
存
在
し
な
い
。
彼
ら
に
対
す
る
刑
罰
は
、
そ
れ
が
生
命
刑
で

あ
れ
、
名
誉
刑
、
財
産
刑
で
あ
れ
、
そ
の
た
め
の
権
限
を
有
す
る
国
家
の
機
関
に
よ
り
、
予
め
定
め
ら
れ
た
手
続
き
に
従
っ
て
課
せ
ら
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
法
的
安
定
性
は
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
、
た
だ

一
つ
の
統

一
的
刑
法
が
、

ま
た
そ
の
統

一
的
執
行
の
み
が
存
在
し
う
る
の
で
あ
る
」
と
。
も
っ
と
も
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
も
ま
た

「し
ば
し
ば
党
が
、
特
別
措
置
に
際
し

て
、
客
観
的
に
、
ま
た
お
そ
ら
く
は
主
観
的
に
も
あ
れ
こ
れ
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為

（た
と
え
ば
、
公
安
の
侵
害
、
傷
害
、
殺
人
、

監
禁
）
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
十
分
了
解
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
そ
の
た
め
、

「
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
、
刑
事
訴
追
を
中
止
し
、
あ
る
い
は
刑
罰
免
除
法
を
適
用
す
る
主
観
的
理
由
が
な
い
限
り
、

私
は
指
導
者
兼
ラ
イ
ヒ
首
相
に
公
訴
手
続
き
の
取
り
下
げ
を
提
案
す
る
と
い
っ
た
解
決
策
を
講
じ
て
き
た
」
と
し
、
も
し
ヘ
ス
が
要
求
す
る

よ
う
に
中
間
審
級
を
設
置
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
結
果
的
に
こ
う
し
た
指
導
者
の
権
能
を
侵
す
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
即
ち
、
「従
来
の

方
策
は
指
導
者
の
国
家
高
権
に
も
っ
ぱ
ら
配
慮
し
て
と
ら
え
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
方
策
を
変
更
す
る
よ
う
に
と
の
提
案
を
行
う
こ
と

は
私
に
は
で
き
な
い
。
指
導
者
代
理
は
、
か
る
ケ
ー
ス
に
対
応
す
る
た
め
、
刑
事
手
続
き
の
開
始
又
は
継
続
の
中
止
を
命
じ
る
権
能
を
有
す

る
一
つ
の
審
級
を
設
け
よ
う
と
の
お
考
え
を
お
持
ち
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
指
導
者
に
対
し
、
彼
が
有
す
る
刑
事
手
続
の
取
り
下
げ

の
権
能
を
他
の
機
関
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
結
果
と
な
ろ
う
。
か
よ
う
な
機
関
の
法
制
化
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
従
来
排
他
的
に
指



導
者
の
手
の
中
に
あ
っ
た
重
要
な

一
つ
の
国
家
高
権
を
分
割
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
指
導
者
は
内
外
の
注
目
を

集
め
る
重
要
な
事
件
に
関
す
る
決
定
権
を
手
放
す
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
。
こ
の
よ
う
に
事
が
指
導
者
の
権
能
に
か
か
わ
り
を
も
つ
こ
と
を
理

由
に
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
「
こ
の
件
に
関
す
る
決
定
は
指
導
者
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
」
と
結
論
す
る
。

ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
と
ヘ
ス
の
協
議
は
一
二
月

一
二
日
に
実
現
さ
れ
た
が
、
こ
の
結
果
を
さ
っ
そ
く
文
書
に
ま
と
め
、
同
日
付
で
ヘ
ス
宛
て
に

送
付
し
た
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
そ
の
中
で
、
協
議
の
対
象
と
な
っ
た
第
四
二
九
条
ａ
、
第
四
二
四
条
、
第
二
三

一
条
、
第
三
二
四
、
第
二
四

一
条
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
の
条
項
に
つ
き
「わ
れ
わ
れ
は
意
見
の
一
致
を
見
た
」
と
し
、
次
の
よ
う
に
結
論
し
て
い
る
。
「以
上
に
よ
り
、
刑
法

典
草
案
に
関
し
わ
れ
わ
れ
の
間
に
あ
っ
た
唯

一
の
相
異
点
が
解
決
さ
れ
た
。
今
後
、
あ
な
た
が
草
案
に
同
意
す
る
こ
と
を
確
約
さ
れ
ん
こ
と

を
お
願
い
す
（型
ピ
こ
の
ま
と
め
か
ら
は
、
も
っ
と
も
重
要
な
争
点
で
あ
る
は
ず
の
党
と
刑
法
典
、
そ
し
て
刑
事
司
法
の
関
係
を
め
ぐ
る
問
題

（聞
）

が
棚
上
げ
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「本
国
の
協
議
は
草
案
に
関
し
わ
れ
わ
れ
の
間
に
な
お
存
在
す
る
意
見
の
相
異
を
払
拭
し
た
」
と

の
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
の
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
単
に
問
題
を
先
送
り
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
翌

一
三
日
付
で
ヘ
ス
か
ら
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー

に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
に
見
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
っ
た
。
「新
し
い
法
律
を
た
だ
ち
に
議
決
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
行
刑
法
の
欠
陥
を
早
急
に
解

決
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
あ
な
た
の
指
摘
に
鑑
み
、
私
は
刑
法
典
を
先
行
的
に
議
決
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
控
え
る
用
意
が
あ
る
。」
こ
の
よ

う
に
刑
法
典
の
単
独
公
布
に
同
意
を
示
し
な
が
ら
も
、　
ヘ
ス
は
、
な
お
、
根
本
的
な
問
題
が
未
解
決
で
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て

い
る
。
「し
か
し
な
が
ら
、
第
二
部

〔各
則
編
〕
の
条
項
の
議
決
に
関
し
て
は
以
下
の
事
柄
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
賛
成
し
た
い
。
即

ち
、
も
し
訴
追
し
な
い
こ
と
に
関
す
る
公
の
利
益
が
訴
追
の
利
益
を
上
回
る
場
合
、
構
成
要
件
や
対
象
者
に
限
定
を
つ
け
る
こ
と
な
く
、
政

治
的
な
中
心
審
級
に
よ
り
訴
追
の
中
止
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
、
そ
う
し
た
条
項
を
含
む
手
続
法
が
作
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
以
上
の
前
提
か
ら
あ
な
た
が
出
発
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
。」最
後
に
、　
ヘ
ス
は
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
に
次
の
よ
う
に
念
を
押
す
こ
と
を

（湖
）

忘
れ
て
い
な
い
。
「指
導
者

へ
の
報
告
の
際
、
私
の
以
上
の
見
解
を
伝
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
に
対
し
、

指
導
煮

国
家
Ｉ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
壬
二



法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）

二
三
四

漏
舞

斜

糞

勧
耀

雲

に
罐

鵜

稲

葬

れ
躍

詢

繊

が

「
羮

饗

齢

『
扁

日
、
ラ
ン
マ
ー
ス
に
対
し
て
も
、
コ
ヘ
ス
と
の
協
議
に
よ
り
〕刑
法
典
草
案
の
先
行
的
議
決
に
対
す
る
彼
の
懸
念
が
払
拭
さ
れ
る
に
至
っ（湖
」

こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

ラ
ン
マ
ー
ス
宛
て
の
書
簡
の
最
後
で
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
が
、
「
い
ま
だ
実
現
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
協
議
の
結
果
を
ま
っ
て
、

更
な
る
報
告
を
行
う
こ
と
を
約
束
す
る
」
と
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ク
と
の
協
議
は
、
両
省
の
専
門
官
の
事
前
の
協
議
を
経
て
、
よ
う
や
く
年
明

け
の
一
月

一
九
日
に
実
現
さ
れ
た
も
の
の
、
結
果
は
、
フ
ラ
ン
ク
が
従
来
の
主
張
を
変
え
ず
、
物
別
れ
に
終
わ
っ
た
と
さ
れ
（型
。
と
に
も
か

く
に
も
フ
ラ
ン
ク
と
の
協
議
を
終
え
た
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
二
月

一
一
日
、
ラ
イ
ヒ
官
房
長
官
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
持
ち
回

り
協
議
の
結
果
を
次
の
よ
う
に
報
告
す
る
に
至
っ
た
。
沢
経
済
背
反
罪
を
め
ぐ
る
〕

一
部
の
問
題
を
除
き
、
今
現
在
、
関
係
機
関
の
す
べ
て

の
責
任
者
と
の
間
で
刑
法
典
草
案
に
関
す
る
完
全
な
合
意
が
達
成
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ク
大
臣
と
の
間
で
は
合
意
は
得
ら
れ
て
い
な

い
。
彼
は
現
時
点
に
お
け
る
草
案
の
議
決
に
反
対
で
あ
る
と
の
基
本
的
姿
勢
を
変
え
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
私
が
確
信
す
る
と
こ
ろ
、
二

年
前
に
祝
祭
的
に
宣
言
さ
れ
、
そ
の
後
の
切
迫
し
た
外
交
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
延
期
さ
れ
て
き
た
刑
法
典
草
案
の
議
決

を
妨
げ
る
も
の
は
も
は
や
存
在
し
な
く
な
っ
た
。
こ
の
確
信
は
、
軍
刑
法
典
草
案
に
関
連
し
て

〔刑
法
典
の
早
期
の
議
決
を
求
め
て
い
る
〕

ゲ
ー
リ
ン
グ
元
帥
及
び
国
防
軍
最
高
司
令
部
長
官
と
共
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
指
導
者
兼
ラ
イ
ヒ
首
相
へ
の
報
告
の
機
会
を
設
け

績
い
彙
徴
一
ｒ
刹
稗
蜘
呻
¨
罐
¨
一
嶽
抑
螂
導
者
兼
ラ
イ
ヒ
首
相
の
決
定
を
必
要
と
す
る
と
思
わ
れ
る
個
々
の
問
題
に
関
し
て
私
か
ら
直
接

四
月
に
草
案
の
新
版
が
完
必
脚
、
す
べ
て
の
準
備
が
整
っ
た
も
の
の
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
法
案
の
議
決
に
向
け
て
何
ら
か
の
行
動
に
出
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
前
年
末
に
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
ラ
イ
ヒ
官
房
長
官
か
ら
、
「指
導
者
は
刑
法
典
草
案
の
今
後
の
取
り
扱
い
を
一
九
二
九
年

一



（５５５
）

月
中
旬
に
予
定
さ
れ
る
閣
議
に
お
い
て
決
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
」
と
の
報
告
を
受
け
取
っ
て
い
た
も
の
の
、
既
に
前
年
二
月
五
日
を
最
後

に
途
絶
え
て
い
た
閣
議
が
再
び
招
集
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
手
詰
ま
り
と
な
っ
た
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
が
採
っ
た
最
後
の
道
は
、
彼
自
身
は

そ
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
国
防
軍
と
の
関
係
か
ら
刑
法
典
の
早
期
制
定
に
積
極
的
な
ゲ
ー
リ
ン
グ
が
議
長
を
つ
と
め
る
国
防

最
高
評
議
会
に
よ
る
法
案
の
議
決
で
あ
っ
た
。　
一
九
二
九
年

一
二
月
九
日
付
で
ゲ
ー
リ
ン
グ
に
対
し

「刑
法
典
草
案
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の

協
議
に
関
連
し
て
、
私
は
、
国
防
最
高
評
議
会
の
開
催
日
を
決
定
し
、
ま
た
会
議

へ
の
私
の
参
加
を
お
命
じ
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
も

の
で
な
礼
」
と
の
書
簡
を
送
っ
た
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
三
日
後
の
一
二
日
に
、
ラ
ン
マ
ー
ス
に
対
し
て
も
ゲ
ー
リ
ン
グ
宛
て
の
書
簡
の
写
し

と
と
も
に
、
両
者
の
協
議
の
結
果
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
「ゲ
ー
リ
ン
グ
元
帥
閣
下
は
、
回
頭
で
の
協
議
に
際
し
、
刑
法
典
草
案
の

議
決
の
た
め
に
、
国
防
最
高
評
議
会
を
二
回
程
度
、
そ
れ
も
今
週
中
に
開
催
す
る
意
向
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
考
え

議
潮
仰
れ
つ
れ
口
剛
”
串
げ
は
“
あ
（こ鋤
副
】
¨
い
】
げ
［
『
漏
ユ き
¨
け
燎
Ⅸ
は
『
耐
」
だ
畑
力ヽ 防
朔
姉
岬

一 議
摯
脚
潮
畔
¨
¨
設
畔
″
ぼ
鞠
珊
い

た
が
、
そ
こ
に
は
、
ゲ
ー
リ
ン
グ
の
自
筆
で
次
の
よ
う
な
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
た
。
「０
私
は
指
導
者
と
協
議
し
た
。
②
多
く
の
大
臣
が

新
年
に
入
っ
て
た
だ
ち
に
会
議
を
開
催
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
③
法
律
の
議
決
の
た
め
に
会
議
の
時
間
が
ど
の
程
度
必
要
か
、
私
宛
て

に
報
告
を
さ
れ
た
（岬
ピ

一
二
月

一
八
日
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
ゲ
ー
リ
ン
グ
に
対
し
、
先
の
返
信
の
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
国
防
最
高
評
議

会
を
コ

九
四
〇
年

一
月
二
日
」
に
開
催
す
る
よ
う
求
め
た
。
「会
議
に
要
す
る
時
間
は
、
私
の
計
算
で
は
、
せ
い
ぜ
い
六
時
間
程
度
で
あ
り
、

二
回
に
分
け
て
開
け
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
上
の
協
議
は
必
要
と
は
思
わ
れ
な
い
。
既
に
草
案
の
最
初
の
二
一
四
カ
条
は
閣
議
に
お
い

（剛
）

て
議
決
済
で
あ
り
、
残
り
に
つ
い
て
も
す
べ
て
の
関
係
機
関
の
長
及
び
指
導
者
代
理
の
合
意
が
得
ら
れ
て
い
る
。
」

ギ

ュ
ル
ト
ナ
ー
は
こ
の
時
半
ば
手
中
に
し
た
は
ず
の
果
実
を
結
局
失
う
こ
と
に
な
る
。
彼
が
ゲ
ー
リ
ン
グ
と
と
も
に
ラ
イ
ヒ
官
房
長
官
か

ら
受
け
取

っ
た

一
二
月

一
八
日
付
の
書
簡
は
、
刑
法
典
制
定
に
向
け
た
六
年
間
に
わ
た
る
こ
れ
ま
で
の
一
切
の
努
力
が
無
に
帰
し
た
こ
と
を

指
導
市

国
家
Ｔ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
二
五
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（二
〇
〇
四
年
）

一〓
ニ
エハ

告
げ
て
い
た
。
「私
は
、

一
九
二
九
年

一
二
月

一
二
日
付
の
あ
な
た
か
ら
の
書
簡
に
関
し
て
、
指
導
者
に
対
し
、
国
防
最
高
評
議
会
が
ド
イ
ツ

刑
法
典
草
案
を
命
令
草
案
と
し
て
提
出
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
ン」
れ
に
対
す
る
指
導
者
の
回
答
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。

脚
れ
デ
な
の
Ｐ
剛
つ 法
］
¨
疇
融
阿
河
期
¨
一
聾
り
時
ｎ
一
脚
け
時
動
】
利
働
榊
綺
れ
は
い
年
す
綺
げ
は
¨
卿
な
出
、
新
刑
法
典
の
議
決
の
時

第
八
章
　
ニユ
法

の
終
焉

刑
法
改
革
の
動
き
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
な
が
ら
、
そ
の
後
は
終
始
傍
観
者
を
決
め
込
み
、
最
後
に

「民
族
の
最
高
立
法
権
者
」
と
し
て

法
典
化
に
引
導
を
渡
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
の
思
惑
が
奈
辺
に
あ
っ
た
か
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
確
か
な

一
つ
の
こ
と
は
、
こ
の
時
点
、
包
括

的
な
法
典
制
定
の
必
要
性
な
ど
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
事
課
漿
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
ス
の
指
導
部
に
と
っ

て
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
が
よ
う
や
く
に
し
て
最
後
に
ま
と
め
あ
げ
た
四
八
九
カ
条
の
内
、
た
だ

一
つ
の
条
項
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
即
ち
、
第

一
条
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
「法
律
が
可
罰
的
で
あ
る
と
宣
言
し
た
行
為
、
又
は
健
全
な
民
族
感
情
に
基
づ
き
刑
法
の
基
本
思

御
繰
詢
‐ま 一
「
行
に
動
榊
日
腋
榊
〕
れ
街
稀
¨
晰
一
』
畔
蜘
『
い
れ
「
一
ど
師
』
裁
「
『
制
一
強
嘴
衛
出
淵
瀞
和
牌
静
い
経
“
」
な
い
場
晴
ぼ

ば
、
あ
え
て
新
た
な
刑
法
典
を
制
定
す
る
ま
で
も
な
く
、　
一
八
七

一
年
の

『刑
法
典
』
を
そ
の
ま
ま
に
、
改
正
刑
法
や
緊
急
法
令
に
よ
る
必

要
最
小
限
の
立
法
措
置
に
よ
り
、
「民
族
の
保
護
、
不
法
に
対
す
る
贖
罪
、
共
同
体
意
思
の
確
立
」
と
い
っ
た
刑
法
及
び
刑
事
司
法
の
課
題
は

実
現
可
能
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
、
或
る
時
ヒ
ト
ラ
ー
に
対
し
、
「民
族
同
胞
に
広
く
知
ら
れ
た
ナ
チ
ス
の
民

族
指
導
の
諸
原
則
を
犯
し
た
す
べ
て
の
者
に
、
軽
懲
役
、
重
懲
役
、
あ
る
い
は
と
り
わ
け
重
大
な
場
合
に
あ
っ
て
は
死
刑
が
宣
告
さ
れ
る
、



そ
う
し
た

一
つ
の
法
律
」
の
制
定
を
提
案
し
、
さ
ら
に

「
こ
う
し
た
法
律
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は

〔反
社
会
的
分
肢
に
対
す
る
〕
国
内
の

戦
争
指
導
の
全
体
を

一
つ
の
新
た
な
基
礎
の
上
に
置
き
、
と
り
わ
け
こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
の
追
求
の
手
を
免
れ
て
き
た
事
件
の
一
切
に
対
し

（鵬
）

断
固
た
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
語
っ
て
い
た
と
お
り
で
あ
る
。

実
際
、
新
刑
法
典
の
制
定
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
既
に
一
九
二
五
年
六
月
二
八
日
に
実
施
さ
れ
た
刑
法
』
型
は
、
「刑
事
司
法
の
柔
軟
化
、

（脇
）

実
質
的
正
義
の
実
現
及
び
民
族
共
同
体
の
よ
り
効
果
的
な
保
護
」
を
目
的
に
、
罪
刑
法
定
主
義
の
原
則
を
宣
言
し
た
そ
れ
ま
で
の
第
二
条
に

代
わ
っ
て
、
草
案
第

一
条
と
ほ
ぼ
同
様
の
以
下
の
条
項
を
置
い
て
い
た
。
「法
律
が
可
罰
的
で
あ
る
と
宣
言
し
た
行
為
、
又
は
刑
罰
法
規
の
基

本
思
想
も
し
く
は
健
全
な
民
族
感
情
に
基
づ
き
処
罰
に
値
す
る
行
為
を
行
っ
た
者
は
罰
せ
ら
れ
る
。
行
為
に
対
し
直
接
適
用
さ
れ
る
べ
き
特

定
の
刑
罰
法
規
が
存
在
し
な
い
場
合
、
行
為
は
そ
れ
に
も
っ
と
も
よ
く
適
合
す
る
基
本
精
神
を
持
っ
た
法
律
に
基
づ
い
て
罰
せ
ら
れ
る
。」
こ

の
ニ
カ
月
足
ら
ず
後
に
開
催
さ
れ
た
国
際
刑
法

・
監
獄
会
議
で

『ド
イ
ツ
刑
法
革
新
の
中
の
正
義
の
思
想
』
と
題
す
る
記
念
講
演
を
行
っ
た

ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
そ
の
中
で
、
右
の
改
正
刑
法
の
持
つ
意
義
と
機
能
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
法
務
省
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。

「非
難
さ
れ
る
べ
き
あ
ら
ゆ
る
行
為
は
し
か
る
べ
き
報
い
を
見
い
出
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
か
な
る
者
も
法
律
の
網
の
目
を
潜
り
抜
け
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ
、
非
難
さ
れ
る
べ
き
行
為
を
行
っ
た
者
は
、
誰
で
あ
れ
、
法
律
の
不
備
に
か
か
わ
り
な
く
、
本
来
彼

に
帰
属
す
べ
き
処
罰
を
課
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
、
Ｚ
口
】ご
●
８
口
”
∽中●
０
】£
ｏ
に
対
し
、
Ｚ
“
Ｆ
目
Ｒ
【日
０●
ｏ】お

り
８
口
”

と
い
う
原
則
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
の
で
す
。」
こ
の
よ
う
に
刑
法
改
正
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
さ
ら
に
、
こ
の
改
正
の

結
果
、
刑
法
並
び
に
刑
事
司
法
に
対
し
ま
っ
た
く
新
た
な
課
題
、
「真
な
る
正
義
の
実
現
」
が
課
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
す
る
。
「法
律
が
自

ら
の
定
め
る
刑
罰
規
定
に
違
反
し
た
者
だ
け
を
処
罰
す
る
こ
と
で
満
足
す
る
な
ら
ば
、
正
義
の
目
標
を
た
だ
部
分
的
に
実
現
し
う
る
に
過
ぎ

な
い
で
し
ょ
う
。
…
…
い
う
ま
で
も
な
く
、
将
来
起
こ
り
う
る
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
を
予
見
し
、
前
も
っ
て
制
定
法
化
す
る
こ
と
は
い
か
な
る

立
法
者
に
と
っ
て
も
不
可
能
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
法
律
が
不
完
全
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
非
難
さ
れ
る
べ
き
行
為
に
対
す
る
処
罰
が

指
導
市

国
家
Ｉ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
二
七
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二
八

行
わ
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ
ヽ
立
法
者
が
欠
快
の
存
在
を
知

っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
埋
め
る
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
処
罰
が
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
真
な
る
正
義
か
ら
す
る
要
求
な
の
で
す
。」
も
は
や
「形
式
的

不
法
」
は
新
た
な
ナ
テ
ス
刑
法
の
理
念
で
は
な
い
と
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
い
う
。
「
そ
れ
に
代
わ
っ
て
実
質
的
不
法
の
概
念
が
」登
場
し
ま
し
た
。

民
族
共
同
体
の
利
益
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
侵
害
、
民
族
の
道
徳
秩
序
の
要
求
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
違
反
が
不
法
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
故
、
今
後
ド
イ
ツ
で
は
法
律
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
不
法
が
行
わ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

刑
罰
に
よ
る
威
嚇
が
存
在
し
な
い
場
合
で
も
、
民
族
共
同
体
が
立
て
た
生
存
目
標
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
侵
害
は
不
法
と
な
る
の
で（型
ピ

ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
の
言
の
と
お
り
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
彼
自
身
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
新
た
な
刑
法
典

の
制
定
な
ど
不
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
実
質
的
不
法
の
概
念
が
支
配
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
民
族
の
目
標
、
世
界
観
が

存
在
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。　
一
九
二
三
年

一
一
月
二
七
日
に
審
議
を
開
始
し
た
刑
法
委
員

会
が
最
初
の
テ
ー
マ
に

「罪
刑
法
定
主
義
の
原
則
」
を
選
ん
だ
こ
と
は
、
後
か
ら
見
れ
ば
、
彼
ら
の
活
動
の
結
果
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
第

一
報
告
者
に
指
名
さ
れ
た
ダ
ー
ム
が
、
罪
刑
法
定
主
義
の
原
則
を
ナ
チ
ズ
ム
の
世
界
観
と
相
い
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
断
罪
し
、
さ
ら
に
、
「犯
罪
は
形
式
的
法
律
に
対
す
る
違
反
で
は
な
く
、
民
族
共
同
体
に
対
す
る
侵
害
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
「犯
罪

は
書
か
れ
た
法
律
か
ら
た
だ
ち
に
認
識
可
能
な
も
の
で
は
な
い
。
犯
罪
行
為
の
対
象
と
な
る
民
族
の
根
拠
は
書
か
れ
た
法
律
か
ら
独
立
に
、

即
自
的
に
存
在
す
る
」
と
断
じ
た（型
、
既
に
法
典
化
作
業
の
挫
折
は
、
そ
の
出
発
時
点
に
お
い
て
、
決
定
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
過
言
で
は

な
い
。

法
典
化
の
動
き
に
止
め
を
刺
し
た
一
九
二
九
年
末
の
決
定
か
ら
お
よ
そ
二
年
後
の
一
九
四

一
年

一
一
月

一
・
二
日
の
深
夜
の
こ
と
、
ヒ
ト

ラ
ー
は
、
東
部
戦
線
に
設
け
ら
れ
た
総
司
令
本
部
の
中
で
、
い
つ
も
の
取
り
巻
き
連
を
相
手
に
、
行
政
に
つ
い
て
、
ま
た
司
法
に
つ
い
て
語

り
、
さ
ら
に
立
法
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
自
説
を
展
開
し
た
と
さ
れ
る
。
「立
法
に
よ
っ
て
今
よ
り
以
上
に
構
成
要
件
を
詳
細
に
規
定
す
る
こ



と
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
何
の
役
に
も
立
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
重
要
な
事
柄
と
い
う
も
の
は
、
統

一
的
な
法
律
の
適
用
が
可
能
と
な
る
よ
う

に
概
念
的
に
整
備
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
そ
れ
は
不
可
能
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
２

定
の
条
件
さ
え
整
え
ば
〕
わ
れ
わ
れ
は
〔ナ
チ

ズ
ム
の
〕
諸
原
則
を
現
在
あ
る
法
典
に
取
っ
て
代
わ
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
人
は
い
ま
だ
に
憲
法
な
る
も
の
を
も
っ
て
い

な
い
。
彼
ら
の
憲
法
は
不
文
の
掟
で
あ
り
、
そ
れ
は
法
文
化
の
必
要
な
し
に
彼
ら
の
中
に
生
き
て
い
る
。　
一
人

一
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
が
国
民

と
国
家
に
か
か
わ
る
一
切
の
問
題
に
お
い
て
あ
の
誇
り
高
い
態
度
を
と
る
の
も
、
彼
ら
が
こ
う
し
た
不
文
の
掟
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
に

（５６８
）

よ
る
。
」

ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
の

「意
思
」
が

「不
文
の
掟
」
と
同

一
視
さ
れ
、
さ
ら
に
、
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
と
し
て
、
指
導
者
の
人
格

の
中
に
民
族
の
生
存
法
則
が
も
っ
と
も
純
粋
か
つ
強
固
に
体
現
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
限
り
、
そ
れ
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。　
一
九
四
二
年
四
月
二
六
日
、
法
律
で
も
な
け
れ
ば
、
命
令
で
も
な
い
、
ま
し
て
法
典
で
も
な
く
、
そ
れ
ら
に
代
わ
っ

て
、
指
導
者
の
意
思
そ
の
も
の
が
民
族
の
生
存
の
基
準
と
な
り
、　
一
切
を
決
す
る
掟
と
な
る
、
そ
う
し
た
ま
っ
た
く
新
た
な
時
代
が
始
ま
っ

た
。
こ
の
日
、
第
ニ
ラ
イ
ヒ
の
最
後
と
な
っ
た
国
会
に
お
い
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
招
集
さ
れ
た
議
員
を
前
に
或
る
一
つ
の
権
能
の
裁
可
を
要
求

し
た
。
「私
は
、
そ
の
解
決
が
国
家
の
存
亡
を
決
す
る
重
大
な
課
題
に
対
し
無
条
件
の
服
従
と
行
動
が
捧
げ
ら
れ
な
い
場
合
、
直
ち
に
こ
れ
に

干
渉
し
、
自
ら
相
応
の
措
置
を
と
る
権
能
を
、
国
民
が
私
に
対
し
付
与
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
期
待
す
る
。
戦
線
、
銃
後
、
輸
送
機
関
、
行
政
、

司
法
は
、
勝
利
の
達
成
と
い
う
た
だ

一
つ
の
思
想
に
服
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
時
に
あ
た
っ
て
、
何
人
と
い
え
ど
も
既
得
権
〔既
存
の
法
〕

に
固
執
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
、
今
日
存
在
す
る
の
は
義
務
の
み
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
私
は
ド
イ
ツ

ラ
イ
ヒ
国
会
に
対
し
以
下
の
明
白
な
裁
可
を
お
願
い
す
る
。
即
ち
、
す
べ
て
の
者
に
彼
ら
の
義
務
の
履
行
を
求
め
、
ま
た
、
私
の
良
心
に
照

ら
し
て
義
務
を
履
行
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
ど
も
に
対
し
て
は
、
彼
ら
が
誰
で
あ
る
か
、
ま
た
い
か
な
る
既
得
権
を
有
し

（てい
る
か

に
関
係
な
く
、
懲
戒
処
分
を
行
い
、
ま
た
そ
の
職
か
ら
追
放
す
る
制
定
法
上
の
権
能
を
私
が
有
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
が
そ
う
で
あ
る
。」

指
導
章

国
家
Ｉ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
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法
政
研
究
八
巻
三
、
四
号

（二
〇
〇
四
年
）

二
四
〇

こ
の
後
、
ゲ
ー
リ
ン
グ
議
長
の
提
唱
に
よ
り
、
ラ
イ
ヒ
国
会
は
、
立
法
機
関
と
し
て
の
最
後
の
仕
事
を
成
し
遂
げ
る
べ
く
、
ヒ
ト
ラ
ー
の

要
請
の
ま
ま
、
以
下
の
決
定
を
満
場

一
致
で
議
決
し
（型
。
「ド
イ
ツ
民
族
の
存
亡
を
賭
け
た
戦
争
の
今
日
の
時
点
に
あ
っ
て
、
指
導
者
が
、
勝

利
を
実
現
し
促
進
す
る
一
切
の
事
柄
を
実
行
し
う
る
と
い
う
彼
に
よ
っ
て
要
求
せ
ら
れ
た
権
能
を
掌
握
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
指
導
者
は
、
既
存
の
法
規
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
国
民
と
国
家
の
指
導
者
、
国
防
軍
最
高
司
令

官
、
政
府
の
長
、
最
高
行
政
権
所
有
者
、
最
高
裁
判
権
所
有
者
、
か
つ
党
の
指
導
者
と
し
て
、
い
つ
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
で
あ
れ
、
必

要
と
あ
ら
ば
、
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
人
―
―
兵
士
、
将
校
、
下
級
又
は
上
級
官
吏
、
裁
判
官
、
党
の
指
導
的
又
は
下
級
職
員
、
労
働
者
、
被
傭

者
を
問
わ
ず
―
―
に
対
し
彼
ら
の
義
務
の
履
行
を
彼
に
と
っ
て
適
当
と
思
わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
強
制
し
、
ま
た
、
か
か
る
義
務

に
対
す
る
侵
害
が
な
さ
れ
た
場
合
、
自
ら
の
良
心
に
基
づ
き
、
そ
の
者
の
法
的
権
利
に
か
か
わ
り
な
く
、
当
人
に
ふ
さ
わ
し
い
贖
罪
を
科
し
、

個
別
に
所
定
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
な
く
、
彼
の
職
業
、
身
分
、
地
位
か
ら
追
放
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
と
す
（型
ピ

国
会
に
よ
る
議
決
で
は
あ
れ
、
こ
れ
は
法
律
で
も
命
令
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
ラ
イ
ヒ
国
会
自
身
が
い
う
よ
う
に
、
「指
導
者
が
自
ら

の
演
説
の
中
で
求
め
た
権
能
を
、
ラ
イ
ヒ
国
会
議
長
の
提
案
に
基
づ
き
、
全
会

一
致
で
承
認
し
」、
そ
の
結
果
を
「指
導
者
の
委
任
に
基
づ
い

て
告
知
し
た
」
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
ラ
イ
ヒ
官
報
が
こ
れ
を

「法
律
」
で
は
な
く
、
「大
ド
イ
ツ
ラ
イ
ヒ
国
会
の

『決
定
Ｌ

と
し
て
報
知
し
た
こ
と
は
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
決
定
が
ヒ
ト
ラ
ー
の
権
能
を
生
み
出
す
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、

改
め
て
断
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
い
つ
も
の
と
お
り
指
導
者
意
思
と
民
族
意
思
の
合
致
を
確
認
し
、
指
導
者
と
民
族
の
団

結
と
相
互
の
信
頼
を
内
外
に
向
け
て
表
現
し
、
主
張
す
る
単
な
る
喝
釆
の
儀
式
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
今
回
の
決

定
の
も
つ
意
義
は
、
単
に
そ
う
し
た
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
最
後
の
国
会
に
ふ
さ
わ
し
く
、
文
字
通
り
、
ラ
イ
ヒ
国
会
が
立
法
機
関
と
し
て

の
自
ら
の
役
割
を
こ
れ
を
最
後
に
封
印
し
、
さ
ら
に
第
ニ
ラ
イ
ヒ
に
お
け
る
立
法
と
法
律
の
優
越
性
の
無
効
と
終
焉
を
は
っ
き
り
と
刻
印
し

た
こ
と
に
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
ラ
イ
ヒ
国
会
は
、
ゲ
ー
リ
ン
グ
が
語
っ
た
と
お
り
、
「民
族
の
発
展
に
標
石
」
を
置
き
、



（認
）

「歴
史
」
と
な
っ
た
の
だ
。
こ
れ
以
降
、
な
お
第
ニ
ラ
イ
ヒ
の
終
焉
に
至
る
ま
で
国
防
最
高
評
議
会
等
に
よ
る
立
法
は
続
く
も
の
の
、
指
導

者
が
そ
の
こ
と
を
望
め
ば
、
彼
の
意
思
が
、
ラ
イ
ヒ
政
府
等
の
立
法
機
関
に
よ
り
法
律
や
命
令
の
形
に
転
換
さ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
さ
ら
に

は
、
指
導
者
命
令
と
し
て
の
体
裁
を
と
る
必
要
さ
え
な
く
、
た
だ
ち
に
、
そ
し
て
そ
れ
だ
け
で
既
に

「法
」
と
な
り
、
そ
れ
故
、
共
同
体
を

保
護
し
、
共
同
体
意
思
を
確
立
し
、
民
族
の
生
存
法
則
を
実
現
す
る
た
め
に
、
法
律
も
命
令
も
必
要
と
は
し
な
い
、
そ
う
し
た
新
た
な
時
代

が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

略
語
表
略
語
に
つ
い
て
は
法
政
研
究
七
巻
二
号

一
七
六
頁
、
三
号
二
四
頁
、
八
巻

一
号

一
二
六
頁
に
掲
載
の
も
の
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
新

た
に
追
加
し
た
略
語
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
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江̈（鯛
）
ナ
チ
ス
時
代
の
刑
法
典
編
纂
事
業
の
経
緯
に
関
し
、
ホ
ッ
ヘ
は
一
九
六
七
年
に
出
版
し
た
、じ
お
”
】ｏ
こ
厨
①
ｏｏ，
”
】いｏ
お
旨
∽けヾ
＾^
の
中
で
、
コ

九
二

六
年

一
〇
月
に
ラ
イ
ヒ
法
務
大
臣
は

〔刑
法
典
〕
草
案
を
閣
議
に
提
出
し
た
。
第

一
編

『民
族
の
保
護
』
に
関
す
る
審
議
は

一
九
二
七
年
五
月

一
一
日
に

行
わ
れ
た
。
そ
結
果
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
」
ａ
・ぶ
し
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、　
一
九
八
八
年
以
降
、
レ
ッ
ゲ
と
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
が
中
心
と
な
っ

指
導
市

国
家
Ｔ
憲
法
体
制
に
お
け
る
立
法

（三
）　
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1.1,S.103ff.(響
)BA,R22/852,Bl.15ff。

(S)BA,

R22/852,Bl.21.(彗
)DJ 1936,S.1699f.(尋

)Quellen,Ⅱ
-2.1,S.544.(S)Quellen,Ⅱ

-1.1,S.341ff。
(響
)BA,R22/854,BI。

276。
(ミ
)Q
uellen,

H‐
2.4,S.494.(響

)Quellen,Ⅱ
-1.1,S.409ff。

(馨
)BA,R22/854,Bl.291,302.(尋

)F.G耐
ner/R.Freisler(Hg。

),Das neue Strafrecht.Gnmd‐

satzlic
he Gedanken zurn Geleit.2.Aufl.,Berlin 1936.(尋

)VB vom 6.11.1936.(尋
)Quellen,Ⅱ

-2.3,S.233.(尋
)F.…

/R.

Freisler(
Hg。
),Das neue Strafrecht.S.13。

(尋
)L.Gruchnam,Justiz im D五

tten Reich.1933‐
1940,M…

n1987,S.757.(尋
)L.

Gnlchna
m,a.a.0。

,S。
754。
(響
)BA,R4311/1505,Bl.46.(尋

)BA,R22/4723,Bl.241.(響
)BA,R22/4723,Bl.242.(3)Quellen,Ⅱ

‐2.1,S.

XIV.A.1
6.(詈
)Quellen,H‐

2.1,S.XIV.A.16.(彗
)BA,R22/4723,BI。

243。
(彗
)L.Gmchmam,a.a.0。

,S.754■
(彗
)VB vom 27.10.。

1933.

(葺
)L.Gmchnam,a.a.0.,S.754.(彗

)L.Gnlchnalln,a.a.0.,S.755.(彗
)BA,R22/4723,Bl.238f.(彗

)BA,R22/4723,Bl.237.(彗
)
L.Gm‐



chmarln,a
.a.0。

,S.756。
(詈
)A.a.0。

(辱
)L.Gnlchmam,a.a.O.,S.757.(尋

)A.a.0。
(野
)BA,R4311/1505,Bl.72.(響

)VB vom 17.11.1933.

(尋
)LoGruchnam,aoa.0。

(野
)VB vom 18。

11.1933.(導
)L.Gruclmlam,a.a.0.,S.758。

(馨
)BA,R22/4723,Bl.235。

(喜
)BA,R22/4723,

Bl.234。
(3)BA,R22/4723,Bl.227.(尋

)BA,R22/4723,Bl.222.(響
)BA,R22/4723,Bl.216。

(響
)DJ 1934。

S.715。
(彗
)Denkschrift des

Zentralausschusses der Strafrechtsabteilung der Akademie fir Deutsches Recht iber die Grundzige eines Allgemeinen

Deutschen Strafrechts,Berlin 1934.(薔
)JAKDR 1933/4,S.168.(響

)F.Gitter(Hg。
),Das kornmende deutsche Strafrecht

.All‐

gemeiner Teil,2.Aufl。
,S.7.(響
)VB.Sid.Ausgabe vom 30。

1.1935.(馨
)H.Frank,ZAKDR 1940,S.341.(響

)L.Gmclmlam,a.a.0.,S.

767.(馨
)H.Frank(Hg.),Nationalsozialistische Leitsatze■

ir ein neues deutsche Strafrecht。
1.Teil,2.Aufl。

,Berlin 1935,S.8。
(尋
)

A.a.0.,S.7f。
(響
)H.Frank(Hg.),Nationalsozialistische Leitatze■

lr ein neues deutsche Strafrecht。
1.Teil。

(等
)A.a.0.,S.5f。

(彗
)

H.Frank(
Hg。
),Nationalsozialistische Leitsatze ttir ein neues deutsche Strafrecht.Besonderer(2.)Teil,Berlin 1936,S.5。

(暮
)H.

Frank(Hg。
),Nationalsozialistische Leitsatze■

lr ein neues deutsche Strafrecht.Besondarer(2.)Teil.(曝
)L.Gnlchmam,a.a.0。

,S。

767.(導
)BA,R22/852,Bl.70f.(馨

)BA,R22/852,Bl.343。
(馨
)BA,R22/852,Bl.331.(馨

)BA,R22/852,Bl.336。
(尋
)BA,R22/852,Bl.349.

(尋
)BA,R22/852,Bl.356ff.(響

)L.Gnlchmarm,a.a.0.,S.769.(馨
)BA,R22/852,Bl.357f。

(尋
)Quellen,Ⅱ

_2.3,S.233.(響
)E.Reitter,

Franz Girtner,S.150。
(尋
)DJ 1936,S.1666。

(等
)AdRK,Bd.HI.,S.733.(馨

)BA,R22/854,Bl.291。
(警
)BA,R22/854,Bl.291。

(尋
)L。

Gnlchmann,a.a.0。
,S.792.(尋

)BA,R22/854,Bl.291f。
(S)BA,R22/854,Bl。

297f。
(尋
)BA,R22/854,Bl.294f。

(尋
)BA,R22/854,Bl.302.

(尋
)BA,R
22/854,Bl.304。

(5)紙
川
叫
翡
川
紐
°
(5)BA,R22/854,Bl.307.(尊

)BA,R22/854,Bl.306。
(3)BA,R22/854,Bl.320.(目

)BA,

R22/854,Bl.321f.(目
)Quellen,Ⅱ

‐1.2,S.617.(螢
)BA,R4311/1513,Bl.53.(目

)BA,R4311/1513,Bl.54。
(轟
)BA,R4311/1513,Bl.54f。

(鋼
)

VB vom 31.1.1937.(ヨ
)BA,R22/854,Bl.555.(螢

)BA,R22/854,Bl.557.(目
)BA,R22/854,Bl.428ff。

(目
)BA,R22/854,Bl.427。

(日
)

BA,R22/855,Bl.159ff。
(ヨ
)Quellen,Ⅱ

‐1.1,S.409。
(割
)L.Gnlchnarm,a.a.0。

,S.798.(目
)BA,R22/855,Bl.167f。

(ヨ
)BA,R22/855,Bl.

聖
l10紙
回
勒
輝
せ
羅
建
絆
さ
1ヾ月
瑯
(|11)

|1目
川



涎
督
応
駅
く
蜘
lll′
日
中
(‖
○
○
日
叶
)

|1目
目

24ff。
(ヨ
)Domarus,S.674.(ヨ

)BA,R22/855,Bl.25.(鵬
)BA,R22/855,Bl.34.(ヨ

)BA,R22/855,Bl.162f。
,169f.(ヨ

)BA,R22/855,Bl.

171ff。
(国
)BA,R22/855,Bl.212ff.(国

)BA,R22/855,Bl.158.(N)BA,R22/855,Bl.351.(国
)BA,R22/855,Bl.218ff.(轟

)BA,R2
2/855,

Bl.260。
(鋼
)BA,R22/855,Bl.220ff。

(綱
)BA,R22/855,Bl.262ff。

,264。
(薔
)BA,R22/855,Bl.291.(鶴

)BA,R22/856,Bl.48f。
,57,74ff。

,119ff.

(日
)BA,R22/855,Bl.286。

(目
)BA,R22/856,Bl.146ff.(轟

)BA,R22/856,Bl.82ff。
(螢
)BA,R22/856,Bl.137.(目

)ZB.,BA,R22/85
6,Bl.

152ff.(騒
)L.Gnichnann,a.a.0。

,S.807.(鋼
)L.Gnlchnann,a.a.0。

,S.808。
(捐
)BA,R22/856,Bl。

167ff。
(螢
)BA,R22/855,Bl.298ff。

(目
)

BA,R22/855,Bl.296.(目
)BA,R22/855,Bl.349f.(冒

)BA,R22/855,Bl.375。
(=)BA,R22/855,Bl.377a.(割

)BA,R22/856,Bl.46f。
(詈
)

BA,R22/856,Bl.86ff。
(ヨ
)BA,R22/856,Bl.173。

(ヨ
)BA,R22/856,Bl.174ff.(ヨ

)BA,R22/856,Bl.179。
(蹴
)BA,R22/856,Bl.181.(詈

)

L.Gnlchnalm,a.a.O.,S.816f。
(露
)BA,R22/856,Bl.185。

(国
)BA,R22/856,Bl.186。

(国
)BA,R22/856,Bl.186。

(螢
)BA,R22/855,Bl.

377a.;L.Gnichnam,a.a.0.,S.818。
(目
)BA,R22/856,Bl.210ff.(轟

)BA,R22/855,Bl.401ff。
(ヨ
)BA,R22/855,Bl.361.(撮

)BA,R22/

856,Bl.137.(鵬
)BA,R22/856,Bl.139。

(目
)BA,R22/856,Bl.140。

(目
)BA,R22/856,Bl.141。

(目
)BA,R22/856,Bl.144.[R4311/1513a]

(螢
)BA,R22/855,Bl.401ff。

(螢
)BA,R22/855,Bl.402.(鶴

)R.G.Reuth(Hg。
),Josef Goebbels Tagebicher 1924‐

1945,Minchen 1992,S。

1771.(晉
)RGBl 1935。

Teil I,S.839。
(鋼
)Amtliche SonderverOffentlichungen der Deutschen Justiz Nr.10,S.27.(綱

)F.Girtn
er,Das

neue Strafrecht,S.22ff.(僣
)Quellen,H‐

2.1,S.5ff。
(目
)Jochmann,S.120f.(需

)StBVR,Bd.460,S.117.(居
)StBVR,Bd.460,S.119f.

(鵬
)RGBl 1942.Teil I,S.247.(尉

)StBVR,Bd.460,S.119.

〔
1乖
・ECttO認

眠
N悪
駅
建
0和
′
Bundesarchiv KoblenzO駆

回
NttP掏

駐
桃
D収
°
卜
J卜
Jせ
朧
Dν
′
億
驀
・
E‐
DJЪ
価
い
°
〕


